
　

当
日
は
40
数
人
が
参
加
。
校
友
会
の

北
岡
副
会
長
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

（
財
）
東
京
六
大
学

野
球
連
盟
の
内
藤
事

務
局
長
に
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
後
、
和

や
か
な
懇
親
会
に
移

り
、
最
後
は
校
歌
と

エ
ー
ル
で
締
め
、
次

回
の
再
会
を
約
し
散

会
し
ま
し
た
。

（
昭
48
法
・
会
長
・

堀
場
清
美
／
記
）

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
参
加
者
は
42

人
。
理
事
長
賞
・
校
友
会
長
賞
等
、
沢

山
の
協
賛
品
が
表
彰
式
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。優
勝
は
小
松
秀
之
氏（
平
１
営
）。

昭
35
卒
の
大
先
輩
や
、
遠
く
は
泉
大
津

市
・
浜
松
市
よ
り
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
永
く
続

け
た
い
も
の
で
す
。
尚
、
参
加
者
の
御

芳
志
を
立
教
学
院
に
募
金
し
ま
し
た
。

次
回
は
11
月
19
日
（
木
）
に
開
催
し
ま

す
。
お
一
人
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
奮

っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
昭
47
営
・
大
賀
喜
夫
／
記
）25

年
３
度
目
と

な
る
懇
親
会
を
グ

ル
ガ
オ
ン
で
開
催

致
し
ま
し
た
。
初

参
加
者
３
人
を
含

む
７
人
が
参
加
し

盛
会
と
な
り
ま
し

た
。
世
代
を
超
え

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ト

ー
ク
や
イ
ン
ド
あ

る
あ
る
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
当
会
で
は
定
期

的
に
懇
親
会
や
ゴ
ル
フ
等
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
ド
在
住
の
皆
さ

ま
や
現
役
留
学
生
の
方
、
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
10
経
・
幹
事
長
・
愛
波
良
平
／
記
）

　

今
回
卒
業
以
来
の
訪
問
の
方
、
ご
家

族
・
子
供
さ
ん
を
お
連
れ
の
方
な
ど
18

人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
後
も
幅
広

く
参
加
を
呼
び
か

け
る
よ
う
に
期
待

す
る
声
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
一
様
に
キ
ャ
ン

パ
ス
の
変
容
振
り

に
驚
か
れ
、
久
々

の
大
学
の
空
気
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
時
期
に
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
の
開
催
を
企
画
し
、
地

区
の
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
昭
53
営
・
半
田
幹
雄
／
記
）

　

参
加
者
33
人
。
立
教
大
学
と
同
じ
設

計
家
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
築
１
０
４

年
の
レ
ン
ガ
造
り
の
川
越
キ
リ
ス
ト
教

会
に
て
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
聖
歌
を

斉
唱
し
、
厳
か
な
礼
拝
を
行
い
、
立
教

Ｏ
Ｇ
の
J
A
Z
Z
歌
手
マ
ミ
コ
・
バ
ー

ド
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
半
年
ぶ

り
の
再
会
で
会
員

同
士
楽
し
い
語
ら

い
に
も
弾
み
が
つ

き
、
最
後
の
賞
品

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

ま
で
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
今
後

も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
副
会
長
・
清
水
俊
男
／
記
）

静
岡
市
駿
河
区
丸
子
の
待
月
楼
（
女

将
は
本
ク
ラ
ブ
幹
事
の
八
木
優
子
さ

ん
）
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
美
味
し
い

懐
石
料
理
と
最
後
は

お
約
束
の
と
ろ
ろ
汁

を
堪
能
し
、
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。
豪
華

な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
立
教
グ
ッ

ズ
が
当
た
る
抽
選
会

も
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
は
参

加
者
全
員
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
と
校

歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

（
平
11
社
前
・
幹
事
長
・
中
溝
一
仁
／
記
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
途
切

れ
久
し
ぶ
り
の
開

催
。
参
加
者
は
88
歳

〜
85
歳
の
10
人
。
昔

話
に
花
が
咲
き
あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間

で
し
た
。

（
昭
37
社
・
岡
﨑
厚
／
記
）

１
９
７
５
年
経
営

学
科
卒
の
級
友
の
集

い
を
開
催
し
ま
し

た
。
重
政
君
は
広
島

県
福
山
市
か
ら
駆
け

付
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ず
は
同
級
の

物
故
者
に
献
杯
。
ひ

と
し
き
り
談
笑
、
カ

ラ
オ
ケ
等
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
次

回
、
神
宮
・
立
教
の
大
学
野
球
の
応
援

に
駆
け
付
け
る
こ
と
を
約
し
ま
し
た
。

入
会
希
望
者
は
ご
連
絡
を
。（
松
澤
／
記
）

【
入
会
・
連
絡
先
】

 tokyo789m
ail-123@

yahoo.co.jp

【
参
加
者
】
諫
山
秀
則
、
重
政
俊
之
、
篠
塚
勝
美
、

高
橋
正
明
、
成
瀬
道
夫
、
松
澤
秀
行

　

６
年
ぶ
り
に
10
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を

開
き
ま
し
た
。
入

学
時
に
は
キ
リ
ス

ト
教
学
科
・
史
学

科
・
心
理
教
育
学

科
の
３
学
科
合
同

80
人
の
ク
ラ
ス
で

し
た
が
、
今
回
は

18
人
の
出
席
で
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
85

歳
の
山
を
越
え
、

ま
た
会
い
た
い
と
意
気
軒
高
で
し
た
。

（
昭
37
心
・
長
谷
川
淳
子
／
記
）

昭
37
史
・
代
表
・
松
本
征
治

R
B
S
歴
代
随
一
の
個
性
派
が
揃
う

と
噂
の
11
期
生
も
修
了
後
早
11
年
が
経

過
。
宮
内
さ
ん
（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
／
お
仕
事
絶
賛

募
集
中
）
を
発
起

人
に
５
年
ぶ
り
２

回
目
の
同
窓
会
を

開
催
。
27
人
が
集

い
、
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。
R
B
S

で
培
っ
た
知
識
と

人
脈
を
も
と
に
、

社
会
の
各
所
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
皆

様
の
お
話
を
伺

い
、
刺
激
を
与
え

あ
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
R
B
S
時

代
の
、
睡
眠
不
足
に
陥
り
な
が
ら
も
楽

し
く
学
ん
だ
美
し
い
日
々
を
思
い
出
す

ひ
と
時
で
し
た
。

（
平
26
・
藤
田
裕
典
／
記
）

　

当
日
は
久
し
ぶ
り

に
９
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
卒
業
以
来
の

再
会
メ
ン
バ
ー
も
い

て
、
昔
話
に
大
い
に

花
が
咲
き
、
あ
っ
と

い
う
間
の
３
時
間
で

し
た
。
こ
の
と
こ
ろ

大
活
躍
中
の
駅
伝
の

応
援
で
、
ま
た
の
再

会
を
約
束
し
ま
し
た
。

（
昭
60
営
・
桑
原
智
雄
／
記
）

　

ク
ラ
ス
全
員
が
皆
70
歳
台
を
迎
え
る

今
年
、
東
京
近
郊
の
10
人
が
集
ま
り
、

別
府
在
住
の
１
名

が
W
e
b
参
加
で

開
催
。
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
製

作
で
数
々
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
野

澤
和
之
監
督
か
ら

は
新
作
「
D
r
カ

キ
ゾ
エ　

歩
く
処

方
箋
」
の
紹
介
。

学
生
時
代
の
思
い

出
や
各
人
の
近
況
報
告
等
で
盛
り
上
が

り
当
時
に
戻
り
、
若
返
っ
て
次
回
の
同

窓
会
で
ま
た
会
う
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。（
昭
53
社
・
萩
原
宏
一
／
記
）

53
会
と
は
、
体
育
会
各
部
で
昭
和
53

年
に
４
年
生
だ
っ
た
同
期
生
の
会
。
14

部
か
ら
24
人
が
集
ま
っ
た
。
都
心
は
今

年
最
高
気
温
を
記
録
す
る
中
、
正
に
暑

気
払
い
。
大
学
１
年
生
、
18
歳
で
初
め

て
出
会
っ
て
か
ら
50

年
。
今
年
で
全
員
が

古
稀
を
迎
え
る
。
や

ん
ち
ゃ
坊
主
ぶ
り
は

何
も
変
わ
ら
な
い

が
。
中
締
め
に
皆
で

肩
を
組
ん
で
第
一
応

援
歌
を
唱
っ
て
、
池

袋
な
ら
ぬ
新
橋
の
夜

に
二
次
会
に
向
か
っ
た
。

（
昭
54
営
・
幹
事
・
小
野
藤
太
郎
／
記
）

　

今
回
は
名
古
屋
、
長
野
か
ら
参
加
も

あ
り
、
14
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
近
況

を
報
告
し
合
い
、
懐

か
し
い
学
生
時
代
の

話
に
花
が
咲
き
、
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
毎
年
開
催
す

る
こ
と
も
確
認
さ

れ
、
次
回
は
２
０
２

６
年
８
月
７
日
に
開

催
予
定
で
す
。
89

B
A
I
組
卒
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
市
川
珠
美
／
記
）

　

神
戸
在
住
の
同
期
が
上
京
す
る
に
あ

た
り
、
６
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
年
２

回
の
京
都
や
那
須

合
宿
で
の
出
来
事

や
、
先
輩
・
後
輩

と
業
界
研
究
を
徹

夜
で
取
り
組
ん
だ

思
い
出
な
ど
尽
き

な
い
話
で
楽
し
く

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
今
更
な
が
ら
な
ぜ
荒
川
ゼ
ミ

に
入
っ
た
の
か
、
経
緯
は
何
だ
っ
た
の

か
な
ど
当
時
そ
れ
ぞ
れ
が
知
ら
な
か
っ

た
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

（
昭
58
経
・
長
谷
川
豊
／
記
）

　

ク
ラ
ス
会
を
立
ち
上
げ
、
ず
っ
と
幹

事
を
し
て
く
れ
て
い
る
初
貝
さ
ん
の
郷

里
・
盛
岡
に
２
０
２
３
年
に
旅
行
。
翌

年
は
金
沢
、
今
回

は
福
岡
と
級
友
が

暮
ら
す
町
を
訪
ね
、

13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
観
光
名
所

を
案
内
し
て
も
ら

い
、
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
、
話
に

花
を
咲
か
せ
、
次

回
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
と
な
り
ま

し
た
。（
石
井
／
記
）

　

今
年
も
H
C
D
に
合
わ
せ
て
開
催
。

酷
暑
を
乗
り
越
え
た

元
気
溌
剌
の
14
人
が

参
加
。（
う
ち
８
人

が
剣
道
・
ホ
ッ
ケ
ー

部
）。
今
回
は
フ
リ

ー
ト
ー
ク
で
お
互
い

の
近
況
を
確
認
。
３

月
18
日
の
「
卒
業
60

周
年
の
集
い
」
で
の

再
会
を
誓
い
、
最
後

は
須
永
君
の
校
歌
で

お
開
き
。

（
昭
40
営
・
友
定
昭
宏
／
記
）

【
参
加
者
】（
本
部
）
須
永
、平
井
、（
ア
）
新
井
、

（
フ
）
慶
松
、（
ホ
）
谷
木
、
岩
城
、
伊
達
、

（
剣
）
延
原
、
土
田
、
南
部
、
三
吉
、
高
木
、

（
ス
）
若
鍋
、（
応
）
友
定

　

コ
ロ
ナ
で
途
切
れ
て
い
た
ク
ラ
ス
会

に
遠
く
大
分
、
愛
知
、
長
野
な
ど
か
ら

も
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
立
教
発
祥

の
地
、
築
地
を
散

策
し
各
碑
を
見
て
、

ラ
ン
チ
を
し
な
が

ら
楽
し
い
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ま

た
次
回
元
気
で
の

再
会
を
約
し
ま
し

た
。（
伊
藤
泰
子
／
記
）

【
参
加
者
】

糸
瀬
美
智
子
、
大
林
智
詳
、

樋
田
篤
正
、
小
渕
玲
子
、
小
林
英
子
、

高
橋
ハ
ル
ミ
、長
澤
洋
美
、林
俊
子
、横
倉
淑
子
、

吉
田
慶
子
、
伊
藤
泰
子

仕
事
で
毎
回
１
時
間
遅
れ
の
参
加
が

お
約
束
の
今
井
会
長
が
、
今
回
は
仕
事

が
休
み
の
た
め
定

刻
通
り
参
加
と
い

う
超
レ
ア
会
で
し

た
。
二
次
会
は
孤

独
の
グ
ル
メ
に
出

た
中
華
料
理
店
で

激
辛
メ
ニ
ュ
ー
を

顔
色
一
つ
変
え
ず

完
食
し
た
今
井
会

長
に
一
同
ド
ン
引

き
し
た
の
で
し
た
。（
汗
）

【
参
加
者
】
青
木
・
石
川
・
今
井
・
内
山
・
大
滝
・

風
間
・
星
・
細
川
・
森
田
・
柳
瀬
・
向
後
（
鹿
鳴
館
）

（
大
滝
仁
／
記
）

　

今
回
で
９
回
目
の
開
催
で
す
。
な
ん

と
30
年
間
消
息
不
明
だ
っ
た
方
、
地
方

か
ら
東
京
に
戻
っ
て
来
ら
れ
た
方
、
名

古
屋
か
ら
日
帰
り
の
方
、
高
知
か
ら
駆

け
つ
け
た
方
他
23
人
が
出
席
さ
れ
、
ア

ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
ス
タ
ジ
ャ
ン
姿
の

昔
を
懐
か
し
く
振
り
返
り
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
次
回
５

月
に
元
気
な
姿
で

再
会
で
き
る
事
を

約
束
し
、
二
次
会

へ
と
向
か
い
ま
し

た
。

（
昭
58
営
・
代
表
・

本
間
孝
／
記
）

O
B
・
O
G
19
人
が
全
国
か
ら
参
加

し
、
古
美
術
研
究
会
の
集
い
を
開
催
し

ま
し
た
。
卒
業
後

40
余
年
が
過
ぎ
、

体
型
も
面
影
も
変

わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
話
を
始
め
た

ら
す
ぐ
に
学
生
の

頃
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
名

簿
を
作
成
し
た
り

近
況
の
報
告
を
し
た
り
楽
し
い
時
間
を

皆
で
過
ご
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
再
会
を
約
束
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

（
昭
59
経
・
幹
事
・
土
屋
幸
治
／
記
）

　

首
都
圏
、
札
幌
、
山
形
、
長
野
か
ら

６
人
が
集
結
し
ま
し
た
。
鬼
籍
に
入
っ

た
大
木
先
生
や
同

窓
生
を
偲
び
、
最

近
の
世
相
や
家
族

の
事
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
た
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
新
橋
亭
代
表

取
締
役
会
長
・
呉

東
富
氏
（
昭
41
営
）

の
ご
挨
拶
、
ご
配
慮
を
賜
り
、
来
年
の

再
会
を
約
し
て
散
会
を
し
ま
し
た
。

（
昭
42
経
・
玉
井
紘
／
記
）

【
出
席
者
】
小
屋
恂
治
、
野
畑
煕
、
土
田
善
則
、

玉
井
紘
、
杉
野
五
郎
、
田
中
繁
雄

　

卒
業
60
年
経
過
し
た
人
、
今
年
迎
え

る
人
、
来
年
迎
え
る
人
達
が
今
年
も
池

袋
で
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
32

回
目
に
な
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
を
ゆ
っ
く
り

と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

含
め
４
時
間
、
終
始

笑
顔
で
の
会
話
を
楽

し
み
ま
し
た
。
青
春

時
代
と
老
い
が
交
錯

し
て
生
か
さ
れ
て
い

る
一
日
で
し
た
。
こ

の
会
は
ま
だ
ま
だ
続
け
て
行
き
ま
す
。

（
昭
40
経
・
澤
田
幹
男
／
記
）

　

名
誉
教
授
・
山
田
昭
次
先
生
が
２
０

２
５
年
３
月
15
日

に
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
池

袋
キ
ャ
ン
パ
ス
15

号
館
で
「
し
の
ぶ

会
」
を
開
い
た
夜
、

ご
息
女
の
民
子
さ

ん
を
囲
ん
で
18
人

が
集
ま
り
ま
し

た
。「
し
の
ぶ
会
」

の
報
告
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
立
教
大
学

平
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
年
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
平
４
経
・
小
田
切
督
剛
／
記
）

12
人
の
参
加
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
全

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。
続
け
て

懇
親
会
と
な
り
片
上
部
長
先
生
の
乾
杯

の
ご
挨
拶
の
後
は
、
長
谷
川
監
督
お
よ

び
当
日
参
加
し
た
女
子
選
手
を
含
む
新

入
部
員
７
人
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
選

手
が
抱
負
を
語
る
と
共
に
、
歓
談
を
通

じ
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か

ら
期
待
と
激
励
を

伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
最
後
は
内

田
会
長
に
よ
る
エ

ー
ル
と
参
加
者
全

員
の
校
歌
斉
唱
に

よ
り
閉
会
し
た
。

（
昭
58
産
・
虎
谷
浩
司
／
記
）

　

今
年
は
過
去
最
大
人
数
の
24
人
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
前
ゼ
ミ

O
B
・
O
G
会
の

L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
も
開
設

し
、
２
０
２
６
年

も
７
月
第
１
土
曜

日
に
同
じ
会
場
を

予
約
済
み
で
す
。

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

会
で
す
の
で
、
気

軽
な
気
持
ち
で
ご

参
加
い
た
だ
き
た
く
、
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
平
８
営
・
守
屋
直
子
／
記
）

【
連
絡
先
】

 kouzakiobog@
yahoo.co.jp

　

土
屋
賢
一
先
生
の
お
声
が
け
で
２
０

２
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
43
年
ぶ
り
の

O
B
会
も
今
回
で

３
回
目
。
猿
谷
君

の
夏
の
仕
事
場
で

も
あ
る
軽
井
沢
に

場
所
を
変
え
、
全

員
初
体
験
の
カ
ー

リ
ン
グ
に
挑
み
ま

し
た
。
体
験
レ
ッ

ス
ン
後
、
我
ら
４

人
チ
ー
ム
を
組
ん
で
初
体
験
チ
ー
ム
と

第
４
エ
ン
ド
ま
で
対
戦
、
酷
暑
の
東
京

か
ら
一
転
、
室
温
５
℃
の
中
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
５
０
分
間
、
最
高
の
消
夏

法
と
な
り
ま
し
た
。

（
営
・
大
島
幹
雄
／
記
）

【
参
加
者
】
土
屋
先
生
、
黒
田
、
猿
谷
、
大
島

　

溝
尾
ゼ
ミ
15
期
生
の
卒
業
20
周
年
の

節
目
に
開
催
し
ま
し
た
。
前
後
の
代
や

関
係
の
先
生
に
も
お

声
が
け
し
、
全
国
か

ら
30
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
当
日
は
持
ち
寄

っ
た
景
品
な
ど
で
抽

選
会
を
し
て
、
と
て

も
楽
し
い
会
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
先
生
ず
っ
と
お

元
気
で
い
ら
し
て
下

さ
い
ね
！

（
15
期
ゼ
ミ
長
・
平
17
観
・
木
村
陽
之
助
／
記
）

【
参
加
者
】
溝
尾
先
生
、梅
川
先
生
、吉
澤
先
生
、

溝
尾
ゼ
ミ
14‐

17
期
生
30
人

　

同
期
の
仲
間
は
入
部
時
29
人
居
ま
し

た
が
年
令
と
共
に
ゴ
ル
フ
を
止
め
た
り

他
界
し
た
仲
間
が
増

え
、
今
年
は
６
人
が

東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

に
集
ま
り
、
気
持
ち

だ
け
は
学
生
時
代
に

戻
り
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
19
番
ホ

ー
ル
で
来
年
は
傘
寿

を
迎
え
る
年
と
な
る

が
全
員
の
再
会
を
誓
い
、
ほ
ろ
酔
い
気

分
で
そ
れ
ぞ
れ
が
家
路
に
つ
き
ま
し

た
。（
産
・
佐
野
常
具
／
記
）

　

今
回
は
26
人
が
集
ま
り
懇
親
会
を
行

い
、
安
田
先
生
を
中
心
に
し
て
世
代
を

超
え
て
親
交
を
深
め

ま
し
た
。
交
流
会
で

は
２
人
か
ら
仕
事
紹

介
が
行
わ
れ
、
そ
れ

に
対
し
て
M
B
A
視

点
で
の
活
発
な
質
問

が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。新
た
な
気
付
き
、

繋
が
り
を
作
る
場
と

し
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
安
田
ゼ
ミ
出
身
で
開
催

の
連
絡
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
令
６
・
原
浩
之
／
記
）

【
連
絡
先
】

20vg034m
@
al.rikkyo.ac.jp

　

こ
れ
ま
で
長
く
続
い
た
「
は
げ
み
の

会
」
も
今
回
で
休
会
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、
１
０
９
人
と
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
仲
間
と
、
ま
た

世
代
を
超
え
て
交

流
し
、
絆
・
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下

さ
い
。
武
澤
ゼ
ミ

出
身
で
未
登
録
の
方
は
H
P
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
「
尋
ね
人
」
か
ら
登
録
お
願
い
し

ま
す
。
今
後
も
、
H
P
を
通
じ
て
情
報

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
昭
51
産
・
黒
﨑
智
／
記
）

https://hagem
i.net/

　

立
教
オ
ケ
１
０
０
年
史
が
発
売
さ

れ
、
大
勢
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

本
誌
で
は
、
カ
ー
ル
・
Ｅ
・
ブ
ラ
ン
ス

タ
ッ
ド
、
皆
川
達
夫
、
小
澤
征
爾
、
ク

ル
ト
・
マ
ズ
ア
等
、
多
く
の
指
導
者
と

の
思
い
出
や
、
定
期
演
奏
会
、
同
立
交

歓
演
奏
会
、
メ
サ
イ

ア
、
レ
ク
イ
エ
ム
、

マ
タ
イ
受
難
曲
等
、

多
様
な
演
奏
会
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
の
詳
細
さ
と
美
し

さ
に
沢
山
の
O
B
・

O
G
か
ら
喜
び
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
３
産
・
奥
口
由
里
／
記
）

【
購
入
サ
イ
ト
】

 https://order.pico2.jp/

rikkyoorch_obog/

　

学
園
祭
初
日
、
本
館
で
現
役
の
写
真

展
を
鑑
賞
し
た
後
、
学
食
で
食
券
を
求

め
る
大
行
列
に
ビ

ッ
ク
リ
し
な
が
ら

会
場
に
31
人
が
参

集
。
北
島
孝
好
氏

の
司
会
で
、
全
員

が
近
況
報
告
や
写

真
展
評
を
語
り
、

盛
り
上
が
り
は
時

間
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
。
秋
田
、

名
古
屋
、
神
戸
、
福
岡
な
ど
遠
来
の
先

輩
に
現
役
部
員
を
交
え
、
と
て
も
楽
し

く
久
闊
を
叙
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
昭
48
ド
・
大
川
徹
／
記
）

　

今
年
も
同
窓
会
に
四
国
・
中
国
・
東

北
地
方
等
遠
方
か
ら
同
志
が
41
人
集
ま

り
、
心
和
む
懇
親

会
を
開
催
。
恩
師

菊
野
一
雄
先
生
を

囲
み
、
参
加
者
一

人
一
人
の
近
況
報

告
と
尽
き
な
い
会

話
で
、
活
気
に
満

ち
た
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
後
の
菊
野
ゼ
ミ
50
周
年
を
目
指

し
、今
後
も
毎
年
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
昭
55
経
・
O
B
会
長
・
甲
斐
田
準
介
／
記
）

　

ク
ラ
イ
ム･

パ
ー
テ
ィ
ー
と
は
立
大

メ
サ
イ
ア
18
回
〜
21
回
の
実
行
委
員
会

の
O
B
･
O
G
会

の
名
称
で
、
同
演

奏
会
の
初
代
指
揮

者
で
あ
る
故
金
子

登
（
の
ぼ
り
）
東

京
藝
術
大
学
名
誉

教
授
の
お
名
前
を

冠
し
た
も
の
で

す
。
毎
年
続
け
て

き
た
一
泊
旅
行
は

今
回
で
39
回
目
を

数
え
ま
し
た
。
写
真
は
秋
の
夕
日
に
映

え
る
長
瀞
を
背
景
に
し
た
一
枚
。
来
年

の
40
回
記
念
旅
行
に
向
け
て
、
長
生
き

に
励
も
う
と
皆
で
念
じ
ま
し
た
（
笑
）

（
昭
56
化
・
山
岸
勇
一
郎
／
記
）

　

今
年
も
間
々
田
ゼ
ミ
（
間
々
田
孝
夫

名
誉
教
授
）
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
に
は

先
生
が
出
版
さ
れ

た
書
籍
を
元
に
し

た
最
新
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
懇
親
会
で

は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

持
ち
寄
っ
た
景
品

が
も
ら
え
る
ク
イ

ズ
大
会
な
ど
、
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
今
回
も
先
生
お
手
製
の

ス
イ
ー
ツ
（
タ
ル
ト
）
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
回
の
再
会
も
楽
し
み
で
す
。

（
平
11
社
前
・
中
溝
一
仁
／
記
）

【
連
絡
先
】

 m
am
adaogob@

gm
ail.com

　

今
年
は
29
人
が
参
加
し
て
総
会
が
開

か
れ
た
。
長
谷
川
新
会
長
の
挨
拶
、
新

旧
運
営
委
員
の
着

任
・
退
任
の
承
認

と
挨
拶
の
後
、
新

卒
会
員
の
運
営
参

加
が
討
議
さ
れ
た
。

鎌
倉
女
子
大
学
理

事
・
教
授
の
高
橋

正
尚
氏
（
昭
50
法
）

の
講
演
「
未
来
の

教
育
を
創
造
す
る

学
校
づ
く
り
」、
現

役
部
員
の
活
動
報

告
、
記
念
撮
影
と
続
き
、
懇
親
会
で

は
昔
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

（
昭
56
法
・
勝
間
田
昭
彦
／
記
）

　

北
は
青
森
、
南
は
博
多
、
西
は
加
州

よ
り
総
勢
19
人
。
秋
晴
れ
、
紅
葉
し
た

蔦
を
ま
と
っ
た
時

計
台
、
鮮
や
か
な

銀
杏
黄
葉
が
こ
ん

な
に
美
し
く
感
じ

る
の
も
年
齢
を
重

ね
た
所
以
か
。
思

い
出
話
か
ら
こ
れ

か
ら
の
夢
を
語
ら

う
楽
し
い
時
間
で

し
た
。
鈴
懸
の
径

の
長
嶋
茂
雄
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
立
ち
寄

り
二
次
会
、
そ
し
て
三
次
会
へ
。

※

10
月
に
は
立
教
大
学
交
響
楽
団
１
０

０
年
史
も
刊
行
さ
れ
、
立
教
学
院
展
示

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

前
田
一
男
先
生
の
古
希
を
機
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
叶
わ
な
か
っ
た
最
終
講
義
に

代
わ
る
講
演
会
と
古

希
を
お
祝
い
す
る
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

講
演
会
に
は
約
３
０

０
人
、
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
約
２
０
０
人
が

参
加
。
卒
業
生
の
お

子
さ
ん
や
海
外
か
ら

も
集
い
、
点
灯
式
が
行
わ
れ
た
ば
か
り

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も
古
希
を
祝

福
。
先
生
が
繋
い
で
く
だ
さ
っ
た
ご
縁

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
も

な
り
ま
し
た
。（
平
６
教
・
大
島
宏
／
記
）

　

第
54
回
全
日
本
選

手
権O

ver

55
男
子

の
部
で
鈴
木
光
一
さ

ん
（
平
４
経
）
が
見

事
優
勝
！
立
教
O
B

の
日
本
一
は
ク
ラ
ブ

創
部
41
年
目
で
初
で

す
。
忘
年
会
を
兼
ね

優
勝
を
皆
で
祝
い
ま

し
た
。（
平
１
社
・
安
東
隆
司
／
記
）

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
有
志
に
よ
る
忘

年
会
も
今
回
は
別
の
忘
年
会
を
抜
け
出

し
参
加
す
る
者
や
、

残
り
時
間
30
分
で

も
駆
け
つ
け
て
来

た
者
な
ど
、
昭
58

年
卒
〜
昭
62
年
卒

の
23
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た

後
は
、
例
年
通
り

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
前
で
記
念
撮
影
を
し
、
同

好
会
創
立
50
周
年
に
当
た
る
２
０
２
６

年
の
再
会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

な
お
２
０
２
６
年
の
開
催
は
12
月
12
日

に
な
り
ま
す
。（
昭
59
産
・
松
本
邦
一
／
記
）

　

幅
広
く
事
業
展

開
す
る
日
立
グ
ル

ー
プ
各
社
の
立
教

O
B
・
O
G
が
集

う
場
と
し
て
、
正

式
認
可
前
の
発
足

か
ら
約
20
年
が
経

過
。
近
年
は
年
に

一
度
の
懇
親
会
を

開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
幅
広

い
年
代
か
ら
60
人

が
池
袋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
集
ま
り
「O

ne H
ITA
C
H
I

」
を

掲
げ
る
日
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
絆
を

深
め
、明
日
へ
の
活
力
を
育
み
ま
し
た
。

（
昭
58
産
・
臼
見
元
恵
／
記
）

　

毎
年
恒
例
の「
Ｊ
Ａ
共
済
連
立
教
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
２
年
入
会
か

ら
新
入
職
員
ま
で

約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
母
校
を
訪
れ

て
学
生
時
代
を
懐

か
し
む
と
と
も

に
、
世
代
・
部
署

を
超
え
た
貴
重
な

交
流
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
立
教
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
期
し
、
会
旗
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
〝
繋
が
り
〞
を
大
切
に
、
今

後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
令
６
法
・
森
本
琉
生
／
記
）

　

昭
和
35
年
卒
か
ら
現
役
学
生
ま
で
の

幅
広
い
年
代
、
総
勢
50
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
恒
例
の
初
参
加

の
自
己
紹
介
や
担
当

作
品
等
P
R
タ
イ

ム
。
締
め
に
は
校
歌

を
皆
で
歌
う
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
は

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
に
メ
ン
バ
ー
が
読

み
終
え
た
本
や
貴
重

な
雑
誌
を
持
ち
寄

り
、
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
初
出
店
。
多
く
の
方
に
お
立
ち
寄

り
頂
き
な
が
ら
、
校
舎
の
美
し
さ
、
自

由
な
校
風
の
魅
力
を
再
認
識
し
ま
し

た
。（
平
13
文
・
西
田
信
子
／
記
）

　

大
月
Ｃ
Ｃ
に
て
、
昭
和
か
ら
平
成
に

か
け
て
旧
住
友
銀
行
に
入
行
し
た
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し

た
、
親
睦
コ
ン
ペ

を
毎
年
春
秋
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

年
々
平
均
年
齢
が

高
齢
化
す
る
中
、

今
回
は
令
和
入
行

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

メ
ン
バ
ー
の
参
加

も
あ
り
、
大
月
駅

周
辺
で
の
２
次
会

を
含
め
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
４
経
・
大
月
C
C
支
配
人
・
鴻
田
昌
明
／
記
）

　

総
会
に
続
き
、
学
生
レ
ポ
ー
ト
の
顕

彰
が
行
わ
れ
、「
ド
イ
ツ
の
食
文
化
を

賞
味
す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
立
食
パ

ー
テ
ィ
ー
形
式
の

懇
親
会
も
開
催
さ

れ
た
。
多
く
の
在

学
生
、
保
証
人
、

卒
業
生
、
教
員
が

参
加
し
、
盛
会
と

な
っ
た
。
２
０
２

６
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
は
６
月
27

日
を
予
定
し
て
い
る
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
事
務
局
宛
メ
ー
ル
ま
で
。

（
丸
山
／
記
）

【
連
絡
先
】
立
教
大
学
ド
イ
ツ
文
学
会
事
務
局

z3000190@
rikkyo.ac.jp

　

人
形
町
鮒
よ
し
（
店
主
の
ご
子
息
が

校
友
）
に
て
、
校
友
の
若
手
噺
家
、
金

原
亭
馬
好
・
春
風
亭
一
花
・
柳
家
小
は

だ
さ
ん
の
３
人
を
迎
え
、
落
語
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
馬
好
さ
ん
は
２
０
２
５

年
９
月
に
真
打
に
昇
進
さ
れ
た
ば
か

り
！
会
場
は
35
人
の
落
語
フ
ァ
ン
で
満

杯
で
す
。
三
人
三
様
、
個
性
あ
ふ
れ
る

熱
演
に
、
会
場
は
笑
い
と
涙
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
若
き
噺
家
達
、
皆
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
！

（
昭
53
心
・
森
正
代
／
記
）

　

船
橋
立
教
会
は
設
立
10
周
年
を
記
念

し
て
、
西
原
総
長
を
お
迎
え
し
、
記
念

式
典
・
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
も
組
み
込

ま
れ
、
参
加
者
は
学

生
時
代
を
思
い
出

し
、
久
し
振
り
の
母

校
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
応
援

団
長
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
演
舞
の
下
、

校
歌
・
応
援
歌
を
大
声
で
堪
能
し
ま
し

た
。（
昭
57
法
・
会
長
・
田
中
善
之
／
記
）

　

昭
和
32
年
卒
の
谷
田
剛
一
初
代
会
長

を
は
じ
め
29
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ご

夫
婦
や
親
子
で
の
参
加
も
４
組
あ
り
ま

し
た
。
故
長
嶋
茂

雄
氏
に
サ
イ
ン
入

り
バ
ッ
ト
を
い
た

だ
い
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
も
飛
び
出

し
、
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最

後
は
板
橋
区
立
の

現
役
小
学
校
長
で

あ
る
寺
内
崇
さ
ん
（
平
成
13
年
卒
）
が

即
席
応
援
団
長
と
な
り
、第
一
応
援
歌
、

校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

（
昭
60
法
・
常
盤
浩
行
／
記
）

　

元
会
長
・
色
本
氏
と
コ
ヨ
ー
テ
と
の

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
撮
影
か
ら
幕
を
開
け
、

庭
の
ス
ク
リ
ー
ン

テ
ン
ト
で
芍
薬
の

香
り
に
包
ま
れ
、

近
況
報
告
、
世
界

二
周
旅
行
の
思
い

出
話
な
ど
に
花
が

咲
き
、
あ
っ
と
い

う
ま
の
４
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
当

日
は
カ
ナ
ダ
西
部
の
山
火
事
の
影
響
で

体
調
を
崩
さ
れ
欠
席
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
り
、
さ
ら
に
山
火
事
が
広
が
る
と
の

予
報
に
、
１
日
も
早
い
ご
回
復
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
２
英
・
会
長
・
阿
部
田
敦
子（
旧
姓
・
鈴
木
）／
記
）

　

西
原
総
長
、
国
際
化
ご
担
当
者
、
校

友
会
の
方
々
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ご
来
訪

の
際
に
、
懇
親
会

を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
総
長
か
ら

大
学
の
現
状
や
今

後
の
展
望
、
当
地

の
大
学
と
の
連
携

な
ど
、
貴
重
な
お

話
を
お
伺
い
し
、

ま
た
大
学
関
係
者

の
方
々
と
も
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
平
15
経
・
幹
事
・
小
林
瑞
枝
／
記
）

　

西
原
総
長
・
校

友
会
樋
田
副
会

長
・
井
田
副
会
長

と
、
前
橋
国
際
大

学
大
森
学
長
を
お

迎
え
し
て
の
開

催
。
第
一
部
は「
道

の
た
だ
な
か
」
を

上
映
し
、
鶴
岡
監

督
・
西
原
総
長
・

鈴
木
会
長
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
第
二
部

の
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
前
橋
で

の
お
酒
を
伴
う
校
友
の
集
い
は
実
に
８

年
ぶ
り
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
み

な
さ
ん
が
お
し
ゃ
べ
り
や
写
真
撮
影
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

（
平
12
経
・
前
橋
立
教
会
会
長
・
鈴
木
創
／
記
）

　

２
０
２
４
年
は
台
風
の
接
近
に
よ
り

直
前
に
中
止
と
な
っ
た
た
め
２
年
ぶ
り

の
開
催
。
そ
れ
ぞ

れ
の
近
況
や
全
日

本
大
学
駅
伝
の
話

題
な
ど
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回

は
初
参
加
の
方
も

多
く
、
最
年
少
で

は
初
め
て
令
和
の

卒
業
生
が
参
加
！

昭
和
33
年
卒
か
ら

令
和
６
年
卒
ま
で
、
改
め
て
立
教
の
歴

史
を
感
じ
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
三
重
県
在
住
の
方
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
14
営
・
幹
事
長
・
別
所
恭
介
／
記
）

　

当
日
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
幅
広
く
活
躍

さ
れ
る
宇
賀
な
つ

み
さ
ん（
平
21
産
）

を
お
招
き
し
、
学

生
時
代
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
メ
デ
ィ
ア

現
場
で
の
経
験
な

ど
興
味
深
い
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

１
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
10
史
・
愛
知
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

幹
事
長
・
竹
内
亮
介
／
記
）

　

少
数
精
鋭
の
16
人
で
開
催
し
ま
し

た
。
恒
例
の
校
友
に
よ
る
講
演
は
、
平

22
年
社
会
学
部
現

代
文
化
学
科
卒

で
、
岩
手
県
北
上

市
の
秘
湯
復
活
の

た
め
に
起
業
し
た

村
岡
葉
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
ま
し

た
。
体
育
会
で
の

活
動
か
ら
身
に
着

い
た
マ
イ
ン
ド
や

起
業
へ
の
想
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
諸
先
輩
方
か
ら
は

「
社
会
課
題
に
向
き
合
う
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
た
」
と
い
っ
た
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
平
13
法
・
副
会
長
・
手
塚
さ
や
香
／
記
）

　

各
校
か
ら
総
勢
77
人
の
参
加
が
あ

り
、
懇
親
会
に
は
１

０
２
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
幹
事
校
と
し

て
臨
ん
だ
今
年
は
総

力
戦
で
挑
ん
だ
甲
斐

が
あ
り
十
数
年
ぶ
り

に
団
体
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
！

参
加
各
校
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Facebook

か
ら
是
非
動
画
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
昭
58
営
・
川
口
立
教
会
幹
事
長
・

小
宮
山
恭
一
郎
／
記
）

　

当
日
は
立
川
市
内
で
の
箱
根
駅
伝
予

選
会
に
合
わ
せ
、
創
立
45
周
年
の
祝
賀

会
を
開
き
ま
し
た
。
沿
道
で
立
教
駅
伝

チ
ー
ム
を
応
援
し

た
後
、
多
く
の
初

参
加
者
に
加
え
、

逗
子
葉
山
・
湘
南
・

八
王
子
・
稲
城
多

摩
・
所
沢
と
、
ご

縁
の
あ
る
地
域
立

教
会
か
ら
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
60
人
と
な

り
ま
し
た
。
立
教

大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
演
奏
や
、

徳
光
和
夫
先
輩
の
楽
し
い
お
話
な
ど
で

大
変
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
立
川
立
教
会
幹
事
長
・
中
村
芳
弘
／
記
）

20
代
〜
80
代
と
幅
広
い
世
代
の
校
友

と
現
役
学
生
を
合
わ
せ
た
90
人
超
が
集

い
ま
し
た
。
ご
来

賓
と
し
て
、
目
黒

区
長
の
青
木
英
二

様
に
も
お
越
し
い

た
だ
き
、
新
進
気

鋭
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
企

業
２
社
に
よ
る
若

手
経
営
者
対
談
や

恒
例
の
大
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
な
ど
を

実
施
。
和
気
藹
々

と
し
た
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
目
黒

立
教
会
で
は
今
後
も
年
に
１
度
、
懇
親

会
を
継
続
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
平
19
社
・
会
長
・
大
石
剛
正
／
記
）

　

今
回
は
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
氏
を

招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
野
口
氏
は
立

教
英
国
学
院
在
学
中
の
と
て
も
厳
し
い

躾
が
、
現
在
世
界
の
登
山
家
、
環
境
活

動
家
に
な
れ
た
礎
だ
っ
た
と
語
り
、
娘

の
絵
子
さ
ん
も
同
学
院
中
学
部
を
卒
業

し
て
い
る
と
の
こ

と
。
当
会
員
の
遠

山
章
夫
氏
は
野
口

氏
入
学
時
の
恩
師

で
、
再
会
を
喜
び

合
い
、
全
員
で
野

口
氏
の
一
層
の
活

躍
を
激
励
し
ま
し

た
。（
昭
41
営
・
会
長
・
呉
東
富
／
記
）

　

幕
開
け
は
立
教
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
よ
る
歌
唱
演
奏
、
約
２
０
０
人
の
校

友
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
藤
井
謙
宗

氏
（
平
１
経
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
代
表

取
締
役
）、
元
沢

伸
夫
氏
（
平
13
営
、

川
崎
ブ
レ
イ
ブ
サ

ン
ダ
ー
ス
取
締
役

会
長
）
に
よ
る
特

別
対
談
で
は
、
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
抽
選
会

に
続
き
体
育
会
応

援
団
に
よ
る
演
舞

で
締
め
、
次
回
の

集
い
を
約
束
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
川
崎
立
教
会
・
町
田
香
子
／
記
）

　

日
本
橋
出
身
お
よ
び
近
郊
に
お
住
ま

い
・
お
勤
め
の
校
友
の
皆
様
９
人
が
参

加
し
、
楽
し
く
活

気
あ
る
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
本
会

は
、
毎
回
、
母
校

を
懐
か
し
む
と
共

に
、
お
互
い
の
近

況
を
確
認
し
て
親

睦
を
図
る
、
楽
し

み
な
時
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
２
回
、
日
本
橋
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

（
昭
52
観
・
中
川
康
子
／
記
）

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

船
橋
立
教
会　

設
立
10
周
年

記
念
式
典
・
懇
親
会

2025.5.17

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

板
橋
立
教
会

総
会
・
懇
親
会

2025.6.13

オ
ン
タ
リ
オ
州　

阿
部
田
宅

カ
ナ
ダ
立
教
会　

懇
親
会

(

ガ
ー
デ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
）

2025.6.15

中
目
黒
G
T
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

目
黒
立
教
会　

第
４
回
懇
親
会

2025.10.29

ア
パ
ホ
テ
ル
＆
リ
ゾ
ー
ト

横
浜
ベ
イ
タ
ワ
ー

第
９
回
神
奈
川
県
校
友
の
集
い

2025.11.9

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
中
国
料
理　

桃
花
林
日
本
橋
室
町
賓
館

日
本
橋
立
教
会　

懇
親
会

2025.11.9

中
国
料
理　

新
橋
亭

港
区
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

例
会

2025.11.7

名
古
屋
マ
リ
オ
ッ
ト

ア
ソ
シ
ア
ホ
テ
ル

中
部
地
区
校
友
の
集
い

公
開
講
演
会

2025.9.5

川
口
ス
プ
リ
ン
グ
レ
ー
ン
ズ
・

フ
レ
ン
デ
ィ
ア
ホ
ー
ル

第
32
回　

六
大
学

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
・
懇
親
会

2025.9.13

ホ
テ
ル
エ
ミ
シ
ア
東
京
立
川

立
川
立
教
会

創
立
45
周
年
祝
賀
会

2025.10.18

海
鮮
酒
蔵
炉
庵

三
重
立
教
会　

第
72
回
総
会

2025.8.30

サ
ン
セ
ー
ル
盛
岡

岩
手
立
教
会　

通
常
総
会

2025.9.6

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
立
教
会

西
原
総
長
と
の
懇
親
会

2025.7.3

前
橋
商
工
会
議
所
会
館

第
41
回
群
馬
県
校
友
の
集
い

2025.7.26

海
外
・
地
域

校友の広場
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当
日
は
40
数
人
が
参
加
。
校
友
会
の

北
岡
副
会
長
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

（
財
）
東
京
六
大
学

野
球
連
盟
の
内
藤
事

務
局
長
に
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
後
、
和

や
か
な
懇
親
会
に
移

り
、
最
後
は
校
歌
と

エ
ー
ル
で
締
め
、
次

回
の
再
会
を
約
し
散

会
し
ま
し
た
。

（
昭
48
法
・
会
長
・

堀
場
清
美
／
記
）

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
参
加
者
は
42

人
。
理
事
長
賞
・
校
友
会
長
賞
等
、
沢

山
の
協
賛
品
が
表
彰
式
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。優
勝
は
小
松
秀
之
氏（
平
１
営
）。

昭
35
卒
の
大
先
輩
や
、
遠
く
は
泉
大
津

市
・
浜
松
市
よ
り
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
永
く
続

け
た
い
も
の
で
す
。
尚
、
参
加
者
の
御

芳
志
を
立
教
学
院
に
募
金
し
ま
し
た
。

次
回
は
11
月
19
日
（
木
）
に
開
催
し
ま

す
。
お
一
人
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
奮

っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
昭
47
営
・
大
賀
喜
夫
／
記
）25

年
３
度
目
と

な
る
懇
親
会
を
グ

ル
ガ
オ
ン
で
開
催

致
し
ま
し
た
。
初

参
加
者
３
人
を
含

む
７
人
が
参
加
し

盛
会
と
な
り
ま
し

た
。
世
代
を
超
え

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ト

ー
ク
や
イ
ン
ド
あ

る
あ
る
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
当
会
で
は
定
期

的
に
懇
親
会
や
ゴ
ル
フ
等
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
ド
在
住
の
皆
さ

ま
や
現
役
留
学
生
の
方
、
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
10
経
・
幹
事
長
・
愛
波
良
平
／
記
）

　

今
回
卒
業
以
来
の
訪
問
の
方
、
ご
家

族
・
子
供
さ
ん
を
お
連
れ
の
方
な
ど
18

人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
後
も
幅
広

く
参
加
を
呼
び
か

け
る
よ
う
に
期
待

す
る
声
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
一
様
に
キ
ャ
ン

パ
ス
の
変
容
振
り

に
驚
か
れ
、
久
々

の
大
学
の
空
気
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
時
期
に
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
の
開
催
を
企
画
し
、
地

区
の
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
昭
53
営
・
半
田
幹
雄
／
記
）

　

参
加
者
33
人
。
立
教
大
学
と
同
じ
設

計
家
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
築
１
０
４

年
の
レ
ン
ガ
造
り
の
川
越
キ
リ
ス
ト
教

会
に
て
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
聖
歌
を

斉
唱
し
、
厳
か
な
礼
拝
を
行
い
、
立
教

Ｏ
Ｇ
の
J
A
Z
Z
歌
手
マ
ミ
コ
・
バ
ー

ド
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
半
年
ぶ

り
の
再
会
で
会
員

同
士
楽
し
い
語
ら

い
に
も
弾
み
が
つ

き
、
最
後
の
賞
品

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

ま
で
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
今
後

も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
副
会
長
・
清
水
俊
男
／
記
）

静
岡
市
駿
河
区
丸
子
の
待
月
楼
（
女

将
は
本
ク
ラ
ブ
幹
事
の
八
木
優
子
さ

ん
）
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
美
味
し
い

懐
石
料
理
と
最
後
は

お
約
束
の
と
ろ
ろ
汁

を
堪
能
し
、
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。
豪
華

な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
立
教
グ
ッ

ズ
が
当
た
る
抽
選
会

も
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
は
参

加
者
全
員
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
と
校

歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

（
平
11
社
前
・
幹
事
長
・
中
溝
一
仁
／
記
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
途
切

れ
久
し
ぶ
り
の
開

催
。
参
加
者
は
88
歳

〜
85
歳
の
10
人
。
昔

話
に
花
が
咲
き
あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間

で
し
た
。

（
昭
37
社
・
岡
﨑
厚
／
記
）

１
９
７
５
年
経
営

学
科
卒
の
級
友
の
集

い
を
開
催
し
ま
し

た
。
重
政
君
は
広
島

県
福
山
市
か
ら
駆
け

付
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ず
は
同
級
の

物
故
者
に
献
杯
。
ひ

と
し
き
り
談
笑
、
カ

ラ
オ
ケ
等
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
次

回
、
神
宮
・
立
教
の
大
学
野
球
の
応
援

に
駆
け
付
け
る
こ
と
を
約
し
ま
し
た
。

入
会
希
望
者
は
ご
連
絡
を
。（
松
澤
／
記
）

【
入
会
・
連
絡
先
】

 tokyo789m
ail-123@

yahoo.co.jp

【
参
加
者
】
諫
山
秀
則
、
重
政
俊
之
、
篠
塚
勝
美
、

高
橋
正
明
、
成
瀬
道
夫
、
松
澤
秀
行

　

６
年
ぶ
り
に
10
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を

開
き
ま
し
た
。
入

学
時
に
は
キ
リ
ス

ト
教
学
科
・
史
学

科
・
心
理
教
育
学

科
の
３
学
科
合
同

80
人
の
ク
ラ
ス
で

し
た
が
、
今
回
は

18
人
の
出
席
で
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
85

歳
の
山
を
越
え
、

ま
た
会
い
た
い
と
意
気
軒
高
で
し
た
。

（
昭
37
心
・
長
谷
川
淳
子
／
記
）

昭
37
史
・
代
表
・
松
本
征
治

R
B
S
歴
代
随
一
の
個
性
派
が
揃
う

と
噂
の
11
期
生
も
修
了
後
早
11
年
が
経

過
。
宮
内
さ
ん
（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
／
お
仕
事
絶
賛

募
集
中
）
を
発
起

人
に
５
年
ぶ
り
２

回
目
の
同
窓
会
を

開
催
。
27
人
が
集

い
、
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。
R
B
S

で
培
っ
た
知
識
と

人
脈
を
も
と
に
、

社
会
の
各
所
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
皆

様
の
お
話
を
伺

い
、
刺
激
を
与
え

あ
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
R
B
S
時

代
の
、
睡
眠
不
足
に
陥
り
な
が
ら
も
楽

し
く
学
ん
だ
美
し
い
日
々
を
思
い
出
す

ひ
と
時
で
し
た
。

（
平
26
・
藤
田
裕
典
／
記
）

　

当
日
は
久
し
ぶ
り

に
９
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
卒
業
以
来
の

再
会
メ
ン
バ
ー
も
い

て
、
昔
話
に
大
い
に

花
が
咲
き
、
あ
っ
と

い
う
間
の
３
時
間
で

し
た
。
こ
の
と
こ
ろ

大
活
躍
中
の
駅
伝
の

応
援
で
、
ま
た
の
再

会
を
約
束
し
ま
し
た
。

（
昭
60
営
・
桑
原
智
雄
／
記
）

　

ク
ラ
ス
全
員
が
皆
70
歳
台
を
迎
え
る

今
年
、
東
京
近
郊
の
10
人
が
集
ま
り
、

別
府
在
住
の
１
名

が
W
e
b
参
加
で

開
催
。
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
製

作
で
数
々
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
野

澤
和
之
監
督
か
ら

は
新
作
「
D
r
カ

キ
ゾ
エ　

歩
く
処

方
箋
」
の
紹
介
。

学
生
時
代
の
思
い

出
や
各
人
の
近
況
報
告
等
で
盛
り
上
が

り
当
時
に
戻
り
、
若
返
っ
て
次
回
の
同

窓
会
で
ま
た
会
う
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。（
昭
53
社
・
萩
原
宏
一
／
記
）

53
会
と
は
、
体
育
会
各
部
で
昭
和
53

年
に
４
年
生
だ
っ
た
同
期
生
の
会
。
14

部
か
ら
24
人
が
集
ま
っ
た
。
都
心
は
今

年
最
高
気
温
を
記
録
す
る
中
、
正
に
暑

気
払
い
。
大
学
１
年
生
、
18
歳
で
初
め

て
出
会
っ
て
か
ら
50

年
。
今
年
で
全
員
が

古
稀
を
迎
え
る
。
や

ん
ち
ゃ
坊
主
ぶ
り
は

何
も
変
わ
ら
な
い

が
。
中
締
め
に
皆
で

肩
を
組
ん
で
第
一
応

援
歌
を
唱
っ
て
、
池

袋
な
ら
ぬ
新
橋
の
夜

に
二
次
会
に
向
か
っ
た
。

（
昭
54
営
・
幹
事
・
小
野
藤
太
郎
／
記
）

　

今
回
は
名
古
屋
、
長
野
か
ら
参
加
も

あ
り
、
14
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
近
況

を
報
告
し
合
い
、
懐

か
し
い
学
生
時
代
の

話
に
花
が
咲
き
、
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
毎
年
開
催
す

る
こ
と
も
確
認
さ

れ
、
次
回
は
２
０
２

６
年
８
月
７
日
に
開

催
予
定
で
す
。
89

B
A
I
組
卒
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
市
川
珠
美
／
記
）

　

神
戸
在
住
の
同
期
が
上
京
す
る
に
あ

た
り
、
６
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
年
２

回
の
京
都
や
那
須

合
宿
で
の
出
来
事

や
、
先
輩
・
後
輩

と
業
界
研
究
を
徹

夜
で
取
り
組
ん
だ

思
い
出
な
ど
尽
き

な
い
話
で
楽
し
く

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
今
更
な
が
ら
な
ぜ
荒
川
ゼ
ミ

に
入
っ
た
の
か
、
経
緯
は
何
だ
っ
た
の

か
な
ど
当
時
そ
れ
ぞ
れ
が
知
ら
な
か
っ

た
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

（
昭
58
経
・
長
谷
川
豊
／
記
）

　

ク
ラ
ス
会
を
立
ち
上
げ
、
ず
っ
と
幹

事
を
し
て
く
れ
て
い
る
初
貝
さ
ん
の
郷

里
・
盛
岡
に
２
０
２
３
年
に
旅
行
。
翌

年
は
金
沢
、
今
回

は
福
岡
と
級
友
が

暮
ら
す
町
を
訪
ね
、

13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
観
光
名
所

を
案
内
し
て
も
ら

い
、
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
、
話
に

花
を
咲
か
せ
、
次

回
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
と
な
り
ま

し
た
。（
石
井
／
記
）

　

今
年
も
H
C
D
に
合
わ
せ
て
開
催
。

酷
暑
を
乗
り
越
え
た

元
気
溌
剌
の
14
人
が

参
加
。（
う
ち
８
人

が
剣
道
・
ホ
ッ
ケ
ー

部
）。
今
回
は
フ
リ

ー
ト
ー
ク
で
お
互
い

の
近
況
を
確
認
。
３

月
18
日
の
「
卒
業
60

周
年
の
集
い
」
で
の

再
会
を
誓
い
、
最
後

は
須
永
君
の
校
歌
で

お
開
き
。

（
昭
40
営
・
友
定
昭
宏
／
記
）

【
参
加
者
】（
本
部
）
須
永
、平
井
、（
ア
）
新
井
、

（
フ
）
慶
松
、（
ホ
）
谷
木
、
岩
城
、
伊
達
、

（
剣
）
延
原
、
土
田
、
南
部
、
三
吉
、
高
木
、

（
ス
）
若
鍋
、（
応
）
友
定

　

コ
ロ
ナ
で
途
切
れ
て
い
た
ク
ラ
ス
会

に
遠
く
大
分
、
愛
知
、
長
野
な
ど
か
ら

も
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
立
教
発
祥

の
地
、
築
地
を
散

策
し
各
碑
を
見
て
、

ラ
ン
チ
を
し
な
が

ら
楽
し
い
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ま

た
次
回
元
気
で
の

再
会
を
約
し
ま
し

た
。（
伊
藤
泰
子
／
記
）

【
参
加
者
】

糸
瀬
美
智
子
、
大
林
智
詳
、

樋
田
篤
正
、
小
渕
玲
子
、
小
林
英
子
、

高
橋
ハ
ル
ミ
、長
澤
洋
美
、林
俊
子
、横
倉
淑
子
、

吉
田
慶
子
、
伊
藤
泰
子

仕
事
で
毎
回
１
時
間
遅
れ
の
参
加
が

お
約
束
の
今
井
会
長
が
、
今
回
は
仕
事

が
休
み
の
た
め
定

刻
通
り
参
加
と
い

う
超
レ
ア
会
で
し

た
。
二
次
会
は
孤

独
の
グ
ル
メ
に
出

た
中
華
料
理
店
で

激
辛
メ
ニ
ュ
ー
を

顔
色
一
つ
変
え
ず

完
食
し
た
今
井
会

長
に
一
同
ド
ン
引

き
し
た
の
で
し
た
。（
汗
）

【
参
加
者
】
青
木
・
石
川
・
今
井
・
内
山
・
大
滝
・

風
間
・
星
・
細
川
・
森
田
・
柳
瀬
・
向
後
（
鹿
鳴
館
）

（
大
滝
仁
／
記
）

　

今
回
で
９
回
目
の
開
催
で
す
。
な
ん

と
30
年
間
消
息
不
明
だ
っ
た
方
、
地
方

か
ら
東
京
に
戻
っ
て
来
ら
れ
た
方
、
名

古
屋
か
ら
日
帰
り
の
方
、
高
知
か
ら
駆

け
つ
け
た
方
他
23
人
が
出
席
さ
れ
、
ア

ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
ス
タ
ジ
ャ
ン
姿
の

昔
を
懐
か
し
く
振
り
返
り
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
次
回
５

月
に
元
気
な
姿
で

再
会
で
き
る
事
を

約
束
し
、
二
次
会

へ
と
向
か
い
ま
し

た
。

（
昭
58
営
・
代
表
・

本
間
孝
／
記
）

O
B
・
O
G
19
人
が
全
国
か
ら
参
加

し
、
古
美
術
研
究
会
の
集
い
を
開
催
し

ま
し
た
。
卒
業
後

40
余
年
が
過
ぎ
、

体
型
も
面
影
も
変

わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
話
を
始
め
た

ら
す
ぐ
に
学
生
の

頃
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
名

簿
を
作
成
し
た
り

近
況
の
報
告
を
し
た
り
楽
し
い
時
間
を

皆
で
過
ご
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
再
会
を
約
束
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

（
昭
59
経
・
幹
事
・
土
屋
幸
治
／
記
）

　

首
都
圏
、
札
幌
、
山
形
、
長
野
か
ら

６
人
が
集
結
し
ま
し
た
。
鬼
籍
に
入
っ

た
大
木
先
生
や
同

窓
生
を
偲
び
、
最

近
の
世
相
や
家
族

の
事
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
た
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
新
橋
亭
代
表

取
締
役
会
長
・
呉

東
富
氏
（
昭
41
営
）

の
ご
挨
拶
、
ご
配
慮
を
賜
り
、
来
年
の

再
会
を
約
し
て
散
会
を
し
ま
し
た
。

（
昭
42
経
・
玉
井
紘
／
記
）

【
出
席
者
】
小
屋
恂
治
、
野
畑
煕
、
土
田
善
則
、

玉
井
紘
、
杉
野
五
郎
、
田
中
繁
雄

　

卒
業
60
年
経
過
し
た
人
、
今
年
迎
え

る
人
、
来
年
迎
え
る
人
達
が
今
年
も
池

袋
で
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
32

回
目
に
な
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
を
ゆ
っ
く
り

と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

含
め
４
時
間
、
終
始

笑
顔
で
の
会
話
を
楽

し
み
ま
し
た
。
青
春

時
代
と
老
い
が
交
錯

し
て
生
か
さ
れ
て
い

る
一
日
で
し
た
。
こ

の
会
は
ま
だ
ま
だ
続
け
て
行
き
ま
す
。

（
昭
40
経
・
澤
田
幹
男
／
記
）

　

名
誉
教
授
・
山
田
昭
次
先
生
が
２
０

２
５
年
３
月
15
日

に
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
池

袋
キ
ャ
ン
パ
ス
15

号
館
で
「
し
の
ぶ

会
」
を
開
い
た
夜
、

ご
息
女
の
民
子
さ

ん
を
囲
ん
で
18
人

が
集
ま
り
ま
し

た
。「
し
の
ぶ
会
」

の
報
告
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
立
教
大
学

平
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
年
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
平
４
経
・
小
田
切
督
剛
／
記
）

12
人
の
参
加
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
全

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。
続
け
て

懇
親
会
と
な
り
片
上
部
長
先
生
の
乾
杯

の
ご
挨
拶
の
後
は
、
長
谷
川
監
督
お
よ

び
当
日
参
加
し
た
女
子
選
手
を
含
む
新

入
部
員
７
人
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
選

手
が
抱
負
を
語
る
と
共
に
、
歓
談
を
通

じ
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か

ら
期
待
と
激
励
を

伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
最
後
は
内

田
会
長
に
よ
る
エ

ー
ル
と
参
加
者
全

員
の
校
歌
斉
唱
に

よ
り
閉
会
し
た
。

（
昭
58
産
・
虎
谷
浩
司
／
記
）

　

今
年
は
過
去
最
大
人
数
の
24
人
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
前
ゼ
ミ

O
B
・
O
G
会
の

L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
も
開
設

し
、
２
０
２
６
年

も
７
月
第
１
土
曜

日
に
同
じ
会
場
を

予
約
済
み
で
す
。

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

会
で
す
の
で
、
気

軽
な
気
持
ち
で
ご

参
加
い
た
だ
き
た
く
、
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
平
８
営
・
守
屋
直
子
／
記
）

【
連
絡
先
】

 kouzakiobog@
yahoo.co.jp

　

土
屋
賢
一
先
生
の
お
声
が
け
で
２
０

２
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
43
年
ぶ
り
の

O
B
会
も
今
回
で

３
回
目
。
猿
谷
君

の
夏
の
仕
事
場
で

も
あ
る
軽
井
沢
に

場
所
を
変
え
、
全

員
初
体
験
の
カ
ー

リ
ン
グ
に
挑
み
ま

し
た
。
体
験
レ
ッ

ス
ン
後
、
我
ら
４

人
チ
ー
ム
を
組
ん
で
初
体
験
チ
ー
ム
と

第
４
エ
ン
ド
ま
で
対
戦
、
酷
暑
の
東
京

か
ら
一
転
、
室
温
５
℃
の
中
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
５
０
分
間
、
最
高
の
消
夏

法
と
な
り
ま
し
た
。

（
営
・
大
島
幹
雄
／
記
）

【
参
加
者
】
土
屋
先
生
、
黒
田
、
猿
谷
、
大
島

　

溝
尾
ゼ
ミ
15
期
生
の
卒
業
20
周
年
の

節
目
に
開
催
し
ま
し
た
。
前
後
の
代
や

関
係
の
先
生
に
も
お

声
が
け
し
、
全
国
か

ら
30
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
当
日
は
持
ち
寄

っ
た
景
品
な
ど
で
抽

選
会
を
し
て
、
と
て

も
楽
し
い
会
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
先
生
ず
っ
と
お

元
気
で
い
ら
し
て
下

さ
い
ね
！

（
15
期
ゼ
ミ
長
・
平
17
観
・
木
村
陽
之
助
／
記
）

【
参
加
者
】
溝
尾
先
生
、梅
川
先
生
、吉
澤
先
生
、

溝
尾
ゼ
ミ
14‐

17
期
生
30
人

　

同
期
の
仲
間
は
入
部
時
29
人
居
ま
し

た
が
年
令
と
共
に
ゴ
ル
フ
を
止
め
た
り

他
界
し
た
仲
間
が
増

え
、
今
年
は
６
人
が

東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

に
集
ま
り
、
気
持
ち

だ
け
は
学
生
時
代
に

戻
り
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
19
番
ホ

ー
ル
で
来
年
は
傘
寿

を
迎
え
る
年
と
な
る

が
全
員
の
再
会
を
誓
い
、
ほ
ろ
酔
い
気

分
で
そ
れ
ぞ
れ
が
家
路
に
つ
き
ま
し

た
。（
産
・
佐
野
常
具
／
記
）

　

今
回
は
26
人
が
集
ま
り
懇
親
会
を
行

い
、
安
田
先
生
を
中
心
に
し
て
世
代
を

超
え
て
親
交
を
深
め

ま
し
た
。
交
流
会
で

は
２
人
か
ら
仕
事
紹

介
が
行
わ
れ
、
そ
れ

に
対
し
て
M
B
A
視

点
で
の
活
発
な
質
問

が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。新
た
な
気
付
き
、

繋
が
り
を
作
る
場
と

し
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
安
田
ゼ
ミ
出
身
で
開
催

の
連
絡
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
令
６
・
原
浩
之
／
記
）

【
連
絡
先
】

20vg034m
@
al.rikkyo.ac.jp

　

こ
れ
ま
で
長
く
続
い
た
「
は
げ
み
の

会
」
も
今
回
で
休
会
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、
１
０
９
人
と
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
仲
間
と
、
ま
た

世
代
を
超
え
て
交

流
し
、
絆
・
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下

さ
い
。
武
澤
ゼ
ミ

出
身
で
未
登
録
の
方
は
H
P
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
「
尋
ね
人
」
か
ら
登
録
お
願
い
し

ま
す
。
今
後
も
、
H
P
を
通
じ
て
情
報

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
昭
51
産
・
黒
﨑
智
／
記
）

https://hagem
i.net/

　

立
教
オ
ケ
１
０
０
年
史
が
発
売
さ

れ
、
大
勢
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

本
誌
で
は
、
カ
ー
ル
・
Ｅ
・
ブ
ラ
ン
ス

タ
ッ
ド
、
皆
川
達
夫
、
小
澤
征
爾
、
ク

ル
ト
・
マ
ズ
ア
等
、
多
く
の
指
導
者
と

の
思
い
出
や
、
定
期
演
奏
会
、
同
立
交

歓
演
奏
会
、
メ
サ
イ

ア
、
レ
ク
イ
エ
ム
、

マ
タ
イ
受
難
曲
等
、

多
様
な
演
奏
会
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
の
詳
細
さ
と
美
し

さ
に
沢
山
の
O
B
・

O
G
か
ら
喜
び
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
３
産
・
奥
口
由
里
／
記
）

【
購
入
サ
イ
ト
】

 https://order.pico2.jp/

rikkyoorch_obog/

　

学
園
祭
初
日
、
本
館
で
現
役
の
写
真

展
を
鑑
賞
し
た
後
、
学
食
で
食
券
を
求

め
る
大
行
列
に
ビ

ッ
ク
リ
し
な
が
ら

会
場
に
31
人
が
参

集
。
北
島
孝
好
氏

の
司
会
で
、
全
員

が
近
況
報
告
や
写

真
展
評
を
語
り
、

盛
り
上
が
り
は
時

間
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
。
秋
田
、

名
古
屋
、
神
戸
、
福
岡
な
ど
遠
来
の
先

輩
に
現
役
部
員
を
交
え
、
と
て
も
楽
し

く
久
闊
を
叙
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
昭
48
ド
・
大
川
徹
／
記
）

　

今
年
も
同
窓
会
に
四
国
・
中
国
・
東

北
地
方
等
遠
方
か
ら
同
志
が
41
人
集
ま

り
、
心
和
む
懇
親

会
を
開
催
。
恩
師

菊
野
一
雄
先
生
を

囲
み
、
参
加
者
一

人
一
人
の
近
況
報

告
と
尽
き
な
い
会

話
で
、
活
気
に
満

ち
た
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
後
の
菊
野
ゼ
ミ
50
周
年
を
目
指

し
、今
後
も
毎
年
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
昭
55
経
・
O
B
会
長
・
甲
斐
田
準
介
／
記
）

　

ク
ラ
イ
ム･

パ
ー
テ
ィ
ー
と
は
立
大

メ
サ
イ
ア
18
回
〜
21
回
の
実
行
委
員
会

の
O
B
･
O
G
会

の
名
称
で
、
同
演

奏
会
の
初
代
指
揮

者
で
あ
る
故
金
子

登
（
の
ぼ
り
）
東

京
藝
術
大
学
名
誉

教
授
の
お
名
前
を

冠
し
た
も
の
で

す
。
毎
年
続
け
て

き
た
一
泊
旅
行
は

今
回
で
39
回
目
を

数
え
ま
し
た
。
写
真
は
秋
の
夕
日
に
映

え
る
長
瀞
を
背
景
に
し
た
一
枚
。
来
年

の
40
回
記
念
旅
行
に
向
け
て
、
長
生
き

に
励
も
う
と
皆
で
念
じ
ま
し
た
（
笑
）

（
昭
56
化
・
山
岸
勇
一
郎
／
記
）

　

今
年
も
間
々
田
ゼ
ミ
（
間
々
田
孝
夫

名
誉
教
授
）
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
に
は

先
生
が
出
版
さ
れ

た
書
籍
を
元
に
し

た
最
新
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
懇
親
会
で

は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

持
ち
寄
っ
た
景
品

が
も
ら
え
る
ク
イ

ズ
大
会
な
ど
、
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
今
回
も
先
生
お
手
製
の

ス
イ
ー
ツ
（
タ
ル
ト
）
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
回
の
再
会
も
楽
し
み
で
す
。

（
平
11
社
前
・
中
溝
一
仁
／
記
）

【
連
絡
先
】

 m
am
adaogob@

gm
ail.com

　

今
年
は
29
人
が
参
加
し
て
総
会
が
開

か
れ
た
。
長
谷
川
新
会
長
の
挨
拶
、
新

旧
運
営
委
員
の
着

任
・
退
任
の
承
認

と
挨
拶
の
後
、
新

卒
会
員
の
運
営
参

加
が
討
議
さ
れ
た
。

鎌
倉
女
子
大
学
理

事
・
教
授
の
高
橋

正
尚
氏
（
昭
50
法
）

の
講
演
「
未
来
の

教
育
を
創
造
す
る

学
校
づ
く
り
」、
現

役
部
員
の
活
動
報

告
、
記
念
撮
影
と
続
き
、
懇
親
会
で

は
昔
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

（
昭
56
法
・
勝
間
田
昭
彦
／
記
）

　

北
は
青
森
、
南
は
博
多
、
西
は
加
州

よ
り
総
勢
19
人
。
秋
晴
れ
、
紅
葉
し
た

蔦
を
ま
と
っ
た
時

計
台
、
鮮
や
か
な

銀
杏
黄
葉
が
こ
ん

な
に
美
し
く
感
じ

る
の
も
年
齢
を
重

ね
た
所
以
か
。
思

い
出
話
か
ら
こ
れ

か
ら
の
夢
を
語
ら

う
楽
し
い
時
間
で

し
た
。
鈴
懸
の
径

の
長
嶋
茂
雄
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
立
ち
寄

り
二
次
会
、
そ
し
て
三
次
会
へ
。

※

10
月
に
は
立
教
大
学
交
響
楽
団
１
０

０
年
史
も
刊
行
さ
れ
、
立
教
学
院
展
示

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

前
田
一
男
先
生
の
古
希
を
機
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
叶
わ
な
か
っ
た
最
終
講
義
に

代
わ
る
講
演
会
と
古

希
を
お
祝
い
す
る
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

講
演
会
に
は
約
３
０

０
人
、
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
約
２
０
０
人
が

参
加
。
卒
業
生
の
お

子
さ
ん
や
海
外
か
ら

も
集
い
、
点
灯
式
が
行
わ
れ
た
ば
か
り

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も
古
希
を
祝

福
。
先
生
が
繋
い
で
く
だ
さ
っ
た
ご
縁

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
も

な
り
ま
し
た
。（
平
６
教
・
大
島
宏
／
記
）

　

第
54
回
全
日
本
選

手
権O

ver

55
男
子

の
部
で
鈴
木
光
一
さ

ん
（
平
４
経
）
が
見

事
優
勝
！
立
教
O
B

の
日
本
一
は
ク
ラ
ブ

創
部
41
年
目
で
初
で

す
。
忘
年
会
を
兼
ね

優
勝
を
皆
で
祝
い
ま

し
た
。（
平
１
社
・
安
東
隆
司
／
記
）

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
有
志
に
よ
る
忘

年
会
も
今
回
は
別
の
忘
年
会
を
抜
け
出

し
参
加
す
る
者
や
、

残
り
時
間
30
分
で

も
駆
け
つ
け
て
来

た
者
な
ど
、
昭
58

年
卒
〜
昭
62
年
卒

の
23
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た

後
は
、
例
年
通
り

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
前
で
記
念
撮
影
を
し
、
同

好
会
創
立
50
周
年
に
当
た
る
２
０
２
６

年
の
再
会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

な
お
２
０
２
６
年
の
開
催
は
12
月
12
日

に
な
り
ま
す
。（
昭
59
産
・
松
本
邦
一
／
記
）

　

幅
広
く
事
業
展

開
す
る
日
立
グ
ル

ー
プ
各
社
の
立
教

O
B
・
O
G
が
集

う
場
と
し
て
、
正

式
認
可
前
の
発
足

か
ら
約
20
年
が
経

過
。
近
年
は
年
に

一
度
の
懇
親
会
を

開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
幅
広

い
年
代
か
ら
60
人

が
池
袋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
集
ま
り
「O

ne H
ITA
C
H
I

」
を

掲
げ
る
日
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
絆
を

深
め
、明
日
へ
の
活
力
を
育
み
ま
し
た
。

（
昭
58
産
・
臼
見
元
恵
／
記
）

　

毎
年
恒
例
の「
Ｊ
Ａ
共
済
連
立
教
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
２
年
入
会
か

ら
新
入
職
員
ま
で

約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
母
校
を
訪
れ

て
学
生
時
代
を
懐

か
し
む
と
と
も

に
、
世
代
・
部
署

を
超
え
た
貴
重
な

交
流
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
立
教
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
期
し
、
会
旗
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
〝
繋
が
り
〞
を
大
切
に
、
今

後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
令
６
法
・
森
本
琉
生
／
記
）

　

昭
和
35
年
卒
か
ら
現
役
学
生
ま
で
の

幅
広
い
年
代
、
総
勢
50
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
恒
例
の
初
参
加

の
自
己
紹
介
や
担
当

作
品
等
P
R
タ
イ

ム
。
締
め
に
は
校
歌

を
皆
で
歌
う
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
は

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
に
メ
ン
バ
ー
が
読

み
終
え
た
本
や
貴
重

な
雑
誌
を
持
ち
寄

り
、
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
初
出
店
。
多
く
の
方
に
お
立
ち
寄

り
頂
き
な
が
ら
、
校
舎
の
美
し
さ
、
自

由
な
校
風
の
魅
力
を
再
認
識
し
ま
し

た
。（
平
13
文
・
西
田
信
子
／
記
）

　

大
月
Ｃ
Ｃ
に
て
、
昭
和
か
ら
平
成
に

か
け
て
旧
住
友
銀
行
に
入
行
し
た
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し

た
、
親
睦
コ
ン
ペ

を
毎
年
春
秋
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

年
々
平
均
年
齢
が

高
齢
化
す
る
中
、

今
回
は
令
和
入
行

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

メ
ン
バ
ー
の
参
加

も
あ
り
、
大
月
駅

周
辺
で
の
２
次
会

を
含
め
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
４
経
・
大
月
C
C
支
配
人
・
鴻
田
昌
明
／
記
）

　

総
会
に
続
き
、
学
生
レ
ポ
ー
ト
の
顕

彰
が
行
わ
れ
、「
ド
イ
ツ
の
食
文
化
を

賞
味
す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
立
食
パ

ー
テ
ィ
ー
形
式
の

懇
親
会
も
開
催
さ

れ
た
。
多
く
の
在

学
生
、
保
証
人
、

卒
業
生
、
教
員
が

参
加
し
、
盛
会
と

な
っ
た
。
２
０
２

６
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
は
６
月
27

日
を
予
定
し
て
い
る
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
事
務
局
宛
メ
ー
ル
ま
で
。

（
丸
山
／
記
）

【
連
絡
先
】
立
教
大
学
ド
イ
ツ
文
学
会
事
務
局

z3000190@
rikkyo.ac.jp

　

人
形
町
鮒
よ
し
（
店
主
の
ご
子
息
が

校
友
）
に
て
、
校
友
の
若
手
噺
家
、
金

原
亭
馬
好
・
春
風
亭
一
花
・
柳
家
小
は

だ
さ
ん
の
３
人
を
迎
え
、
落
語
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
馬
好
さ
ん
は
２
０
２
５

年
９
月
に
真
打
に
昇
進
さ
れ
た
ば
か

り
！
会
場
は
35
人
の
落
語
フ
ァ
ン
で
満

杯
で
す
。
三
人
三
様
、
個
性
あ
ふ
れ
る

熱
演
に
、
会
場
は
笑
い
と
涙
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
若
き
噺
家
達
、
皆
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
！

（
昭
53
心
・
森
正
代
／
記
）

　

船
橋
立
教
会
は
設
立
10
周
年
を
記
念

し
て
、
西
原
総
長
を
お
迎
え
し
、
記
念

式
典
・
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
も
組
み
込

ま
れ
、
参
加
者
は
学

生
時
代
を
思
い
出

し
、
久
し
振
り
の
母

校
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
応
援

団
長
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
演
舞
の
下
、

校
歌
・
応
援
歌
を
大
声
で
堪
能
し
ま
し

た
。（
昭
57
法
・
会
長
・
田
中
善
之
／
記
）

　

昭
和
32
年
卒
の
谷
田
剛
一
初
代
会
長

を
は
じ
め
29
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ご

夫
婦
や
親
子
で
の
参
加
も
４
組
あ
り
ま

し
た
。
故
長
嶋
茂

雄
氏
に
サ
イ
ン
入

り
バ
ッ
ト
を
い
た

だ
い
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
も
飛
び
出

し
、
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最

後
は
板
橋
区
立
の

現
役
小
学
校
長
で

あ
る
寺
内
崇
さ
ん
（
平
成
13
年
卒
）
が

即
席
応
援
団
長
と
な
り
、第
一
応
援
歌
、

校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

（
昭
60
法
・
常
盤
浩
行
／
記
）

　

元
会
長
・
色
本
氏
と
コ
ヨ
ー
テ
と
の

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
撮
影
か
ら
幕
を
開
け
、

庭
の
ス
ク
リ
ー
ン

テ
ン
ト
で
芍
薬
の

香
り
に
包
ま
れ
、

近
況
報
告
、
世
界

二
周
旅
行
の
思
い

出
話
な
ど
に
花
が

咲
き
、
あ
っ
と
い

う
ま
の
４
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
当

日
は
カ
ナ
ダ
西
部
の
山
火
事
の
影
響
で

体
調
を
崩
さ
れ
欠
席
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
り
、
さ
ら
に
山
火
事
が
広
が
る
と
の

予
報
に
、
１
日
も
早
い
ご
回
復
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
２
英
・
会
長
・
阿
部
田
敦
子（
旧
姓
・
鈴
木
）／
記
）

　

西
原
総
長
、
国
際
化
ご
担
当
者
、
校

友
会
の
方
々
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ご
来
訪

の
際
に
、
懇
親
会

を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
総
長
か
ら

大
学
の
現
状
や
今

後
の
展
望
、
当
地

の
大
学
と
の
連
携

な
ど
、
貴
重
な
お

話
を
お
伺
い
し
、

ま
た
大
学
関
係
者

の
方
々
と
も
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
平
15
経
・
幹
事
・
小
林
瑞
枝
／
記
）

　

西
原
総
長
・
校

友
会
樋
田
副
会

長
・
井
田
副
会
長

と
、
前
橋
国
際
大

学
大
森
学
長
を
お

迎
え
し
て
の
開

催
。
第
一
部
は「
道

の
た
だ
な
か
」
を

上
映
し
、
鶴
岡
監

督
・
西
原
総
長
・

鈴
木
会
長
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
第
二
部

の
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
前
橋
で

の
お
酒
を
伴
う
校
友
の
集
い
は
実
に
８

年
ぶ
り
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
み

な
さ
ん
が
お
し
ゃ
べ
り
や
写
真
撮
影
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

（
平
12
経
・
前
橋
立
教
会
会
長
・
鈴
木
創
／
記
）

　

２
０
２
４
年
は
台
風
の
接
近
に
よ
り

直
前
に
中
止
と
な
っ
た
た
め
２
年
ぶ
り

の
開
催
。
そ
れ
ぞ

れ
の
近
況
や
全
日

本
大
学
駅
伝
の
話

題
な
ど
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回

は
初
参
加
の
方
も

多
く
、
最
年
少
で

は
初
め
て
令
和
の

卒
業
生
が
参
加
！

昭
和
33
年
卒
か
ら

令
和
６
年
卒
ま
で
、
改
め
て
立
教
の
歴

史
を
感
じ
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
三
重
県
在
住
の
方
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
14
営
・
幹
事
長
・
別
所
恭
介
／
記
）

　

当
日
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
幅
広
く
活
躍

さ
れ
る
宇
賀
な
つ

み
さ
ん（
平
21
産
）

を
お
招
き
し
、
学

生
時
代
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
メ
デ
ィ
ア

現
場
で
の
経
験
な

ど
興
味
深
い
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

１
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
10
史
・
愛
知
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

幹
事
長
・
竹
内
亮
介
／
記
）

　

少
数
精
鋭
の
16
人
で
開
催
し
ま
し

た
。
恒
例
の
校
友
に
よ
る
講
演
は
、
平

22
年
社
会
学
部
現

代
文
化
学
科
卒

で
、
岩
手
県
北
上

市
の
秘
湯
復
活
の

た
め
に
起
業
し
た

村
岡
葉
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
ま
し

た
。
体
育
会
で
の

活
動
か
ら
身
に
着

い
た
マ
イ
ン
ド
や

起
業
へ
の
想
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
諸
先
輩
方
か
ら
は

「
社
会
課
題
に
向
き
合
う
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
た
」
と
い
っ
た
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
平
13
法
・
副
会
長
・
手
塚
さ
や
香
／
記
）

　

各
校
か
ら
総
勢
77
人
の
参
加
が
あ

り
、
懇
親
会
に
は
１

０
２
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
幹
事
校
と
し

て
臨
ん
だ
今
年
は
総

力
戦
で
挑
ん
だ
甲
斐

が
あ
り
十
数
年
ぶ
り

に
団
体
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
！

参
加
各
校
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Facebook

か
ら
是
非
動
画
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
昭
58
営
・
川
口
立
教
会
幹
事
長
・

小
宮
山
恭
一
郎
／
記
）

　

当
日
は
立
川
市
内
で
の
箱
根
駅
伝
予

選
会
に
合
わ
せ
、
創
立
45
周
年
の
祝
賀

会
を
開
き
ま
し
た
。
沿
道
で
立
教
駅
伝

チ
ー
ム
を
応
援
し

た
後
、
多
く
の
初

参
加
者
に
加
え
、

逗
子
葉
山
・
湘
南
・

八
王
子
・
稲
城
多

摩
・
所
沢
と
、
ご

縁
の
あ
る
地
域
立

教
会
か
ら
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
60
人
と
な

り
ま
し
た
。
立
教

大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
演
奏
や
、

徳
光
和
夫
先
輩
の
楽
し
い
お
話
な
ど
で

大
変
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
立
川
立
教
会
幹
事
長
・
中
村
芳
弘
／
記
）

20
代
〜
80
代
と
幅
広
い
世
代
の
校
友

と
現
役
学
生
を
合
わ
せ
た
90
人
超
が
集

い
ま
し
た
。
ご
来

賓
と
し
て
、
目
黒

区
長
の
青
木
英
二

様
に
も
お
越
し
い

た
だ
き
、
新
進
気

鋭
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
企

業
２
社
に
よ
る
若

手
経
営
者
対
談
や

恒
例
の
大
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
な
ど
を

実
施
。
和
気
藹
々

と
し
た
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
目
黒

立
教
会
で
は
今
後
も
年
に
１
度
、
懇
親

会
を
継
続
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
平
19
社
・
会
長
・
大
石
剛
正
／
記
）

　

今
回
は
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
氏
を

招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
野
口
氏
は
立

教
英
国
学
院
在
学
中
の
と
て
も
厳
し
い

躾
が
、
現
在
世
界
の
登
山
家
、
環
境
活

動
家
に
な
れ
た
礎
だ
っ
た
と
語
り
、
娘

の
絵
子
さ
ん
も
同
学
院
中
学
部
を
卒
業

し
て
い
る
と
の
こ

と
。
当
会
員
の
遠

山
章
夫
氏
は
野
口

氏
入
学
時
の
恩
師

で
、
再
会
を
喜
び

合
い
、
全
員
で
野

口
氏
の
一
層
の
活

躍
を
激
励
し
ま
し

た
。（
昭
41
営
・
会
長
・
呉
東
富
／
記
）

　

幕
開
け
は
立
教
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
よ
る
歌
唱
演
奏
、
約
２
０
０
人
の
校

友
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
藤
井
謙
宗

氏
（
平
１
経
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
代
表

取
締
役
）、
元
沢

伸
夫
氏
（
平
13
営
、

川
崎
ブ
レ
イ
ブ
サ

ン
ダ
ー
ス
取
締
役

会
長
）
に
よ
る
特

別
対
談
で
は
、
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
抽
選
会

に
続
き
体
育
会
応

援
団
に
よ
る
演
舞

で
締
め
、
次
回
の

集
い
を
約
束
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
川
崎
立
教
会
・
町
田
香
子
／
記
）

　

日
本
橋
出
身
お
よ
び
近
郊
に
お
住
ま

い
・
お
勤
め
の
校
友
の
皆
様
９
人
が
参

加
し
、
楽
し
く
活

気
あ
る
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
本
会

は
、
毎
回
、
母
校

を
懐
か
し
む
と
共

に
、
お
互
い
の
近

況
を
確
認
し
て
親

睦
を
図
る
、
楽
し

み
な
時
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
２
回
、
日
本
橋
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

（
昭
52
観
・
中
川
康
子
／
記
）

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

昭
和
33
年
入
学　

社
会
学
部
１
年
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会

2025.5.14

昭
和
33
年
入
学　

文
学
部
Ｆ
組
ク
ラ
ス
会

2025.6.6

志
波
田
（
目
黒
区
大
岡
山
）

昭
和
60
年
卒
業

経
営
学
科
Ｌ
組
ク
ラ
ス
会

2025.6.28
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

昭
和
53
年
卒
業　

社
会
学
科
Ａ
組
同
窓
会

2025.7.9
新
橋
亭

体
育
会
53
会

入
学
50
周
年
記
念
暑
気
払
い
会

2025.7.29

東
京
・
銀
座

１
９
８
９
年(

平
成
１
年)

入
学

経
済
学
部
経
済
学
科
Ｉ
組
ク
ラ
ス
会

2025.8.1
中
國
料
理　

煌
蘭　

丸
の
内
店

昭
和
58
年
卒
業

経
済
学
部
荒
川
ゼ
ミ
同
期
会

2025.9.5

聖
路
加
ガ
ー
デ
ン

47
階
レ
ス
ト
ラ
ン
ル
ー
ク

昭
和
45
年
卒
業　

文
学
部

英
米
文
学
科
B
組
ク
ラ
ス
会

2025.11.6
福
岡
・
太
宰
府
天
満
宮
、
糸
島
他

昭
和
55
年
卒
業　

社
会
学
部

産
業
関
係
学
科
Ｇ
組
ク
ラ
ス
会

2025.10.2-4
銀
座
ラ
イ
オ
ン
池
袋
西
口
店

体
育
会
39
会

2025.10.19

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

第
11
期
同
窓
会

2025.6.14

東
京
会
館
・
東
苑

昭
和
50
年
卒

S
t.

P
自
由
ク
ラ
ブ
の
会　

2025.5.29

第
一
食
堂　

藤
だ
な

東
入
間
立
教
会

ク
リ
ス
マ
ス
会
・
忘
年
会

2025.11.29

待
月
楼

静
岡
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

ク
リ
ス
マ
ス
例
会

2025.12.8

高
麗
川
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

第
11
回

立
教
さ
い
き
ょ
う
ゴ
ル
フ
カ
ッ
プ

2025.11.20

プ
レ
ミ
ア
ム
い
ち
膳

イ
ン
ド
立
教
会
・
懇
親
会

2025.11.25

日
本
聖
公
会
川
越
キ
リ
ス
ト
教
会

礼
拝
堂
＆
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム

川
越
立
教
会
ク
リ
ス
マ
ス
会

2025.12.6

ク
ラ
ス
・
同
窓

St. Paul’s Almuni No.472　別冊

府
中
市
民
会
館
ル
ミ
エ
ー
ル

東
京
府
中･

調
布
立
教
会

２
０
２
５
年
度
総
会･

校
友
の
集
い

2025.11.15



　

当
日
は
40
数
人
が
参
加
。
校
友
会
の

北
岡
副
会
長
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

（
財
）
東
京
六
大
学

野
球
連
盟
の
内
藤
事

務
局
長
に
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
後
、
和

や
か
な
懇
親
会
に
移

り
、
最
後
は
校
歌
と

エ
ー
ル
で
締
め
、
次

回
の
再
会
を
約
し
散

会
し
ま
し
た
。

（
昭
48
法
・
会
長
・

堀
場
清
美
／
記
）

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
参
加
者
は
42

人
。
理
事
長
賞
・
校
友
会
長
賞
等
、
沢

山
の
協
賛
品
が
表
彰
式
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。優
勝
は
小
松
秀
之
氏（
平
１
営
）。

昭
35
卒
の
大
先
輩
や
、
遠
く
は
泉
大
津

市
・
浜
松
市
よ
り
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
永
く
続

け
た
い
も
の
で
す
。
尚
、
参
加
者
の
御

芳
志
を
立
教
学
院
に
募
金
し
ま
し
た
。

次
回
は
11
月
19
日
（
木
）
に
開
催
し
ま

す
。
お
一
人
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
奮

っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
昭
47
営
・
大
賀
喜
夫
／
記
）25

年
３
度
目
と

な
る
懇
親
会
を
グ

ル
ガ
オ
ン
で
開
催

致
し
ま
し
た
。
初

参
加
者
３
人
を
含

む
７
人
が
参
加
し

盛
会
と
な
り
ま
し

た
。
世
代
を
超
え

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ト

ー
ク
や
イ
ン
ド
あ

る
あ
る
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
当
会
で
は
定
期

的
に
懇
親
会
や
ゴ
ル
フ
等
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
ド
在
住
の
皆
さ

ま
や
現
役
留
学
生
の
方
、
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
10
経
・
幹
事
長
・
愛
波
良
平
／
記
）

　

今
回
卒
業
以
来
の
訪
問
の
方
、
ご
家

族
・
子
供
さ
ん
を
お
連
れ
の
方
な
ど
18

人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
後
も
幅
広

く
参
加
を
呼
び
か

け
る
よ
う
に
期
待

す
る
声
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
一
様
に
キ
ャ
ン

パ
ス
の
変
容
振
り

に
驚
か
れ
、
久
々

の
大
学
の
空
気
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
時
期
に
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
の
開
催
を
企
画
し
、
地

区
の
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
昭
53
営
・
半
田
幹
雄
／
記
）

　

参
加
者
33
人
。
立
教
大
学
と
同
じ
設

計
家
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
築
１
０
４

年
の
レ
ン
ガ
造
り
の
川
越
キ
リ
ス
ト
教

会
に
て
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
聖
歌
を

斉
唱
し
、
厳
か
な
礼
拝
を
行
い
、
立
教

Ｏ
Ｇ
の
J
A
Z
Z
歌
手
マ
ミ
コ
・
バ
ー

ド
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
半
年
ぶ

り
の
再
会
で
会
員

同
士
楽
し
い
語
ら

い
に
も
弾
み
が
つ

き
、
最
後
の
賞
品

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

ま
で
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
今
後

も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
副
会
長
・
清
水
俊
男
／
記
）

静
岡
市
駿
河
区
丸
子
の
待
月
楼
（
女

将
は
本
ク
ラ
ブ
幹
事
の
八
木
優
子
さ

ん
）
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
美
味
し
い

懐
石
料
理
と
最
後
は

お
約
束
の
と
ろ
ろ
汁

を
堪
能
し
、
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。
豪
華

な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
立
教
グ
ッ

ズ
が
当
た
る
抽
選
会

も
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
は
参

加
者
全
員
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
と
校

歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

（
平
11
社
前
・
幹
事
長
・
中
溝
一
仁
／
記
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
途
切

れ
久
し
ぶ
り
の
開

催
。
参
加
者
は
88
歳

〜
85
歳
の
10
人
。
昔

話
に
花
が
咲
き
あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間

で
し
た
。

（
昭
37
社
・
岡
﨑
厚
／
記
）

１
９
７
５
年
経
営

学
科
卒
の
級
友
の
集

い
を
開
催
し
ま
し

た
。
重
政
君
は
広
島

県
福
山
市
か
ら
駆
け

付
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ず
は
同
級
の

物
故
者
に
献
杯
。
ひ

と
し
き
り
談
笑
、
カ

ラ
オ
ケ
等
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
次

回
、
神
宮
・
立
教
の
大
学
野
球
の
応
援

に
駆
け
付
け
る
こ
と
を
約
し
ま
し
た
。

入
会
希
望
者
は
ご
連
絡
を
。（
松
澤
／
記
）

【
入
会
・
連
絡
先
】

 tokyo789m
ail-123@

yahoo.co.jp

【
参
加
者
】
諫
山
秀
則
、
重
政
俊
之
、
篠
塚
勝
美
、

高
橋
正
明
、
成
瀬
道
夫
、
松
澤
秀
行

　

６
年
ぶ
り
に
10
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を

開
き
ま
し
た
。
入

学
時
に
は
キ
リ
ス

ト
教
学
科
・
史
学

科
・
心
理
教
育
学

科
の
３
学
科
合
同

80
人
の
ク
ラ
ス
で

し
た
が
、
今
回
は

18
人
の
出
席
で
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
85

歳
の
山
を
越
え
、

ま
た
会
い
た
い
と
意
気
軒
高
で
し
た
。

（
昭
37
心
・
長
谷
川
淳
子
／
記
）

昭
37
史
・
代
表
・
松
本
征
治

R
B
S
歴
代
随
一
の
個
性
派
が
揃
う

と
噂
の
11
期
生
も
修
了
後
早
11
年
が
経

過
。
宮
内
さ
ん
（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
／
お
仕
事
絶
賛

募
集
中
）
を
発
起

人
に
５
年
ぶ
り
２

回
目
の
同
窓
会
を

開
催
。
27
人
が
集

い
、
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。
R
B
S

で
培
っ
た
知
識
と

人
脈
を
も
と
に
、

社
会
の
各
所
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
皆

様
の
お
話
を
伺

い
、
刺
激
を
与
え

あ
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
R
B
S
時

代
の
、
睡
眠
不
足
に
陥
り
な
が
ら
も
楽

し
く
学
ん
だ
美
し
い
日
々
を
思
い
出
す

ひ
と
時
で
し
た
。

（
平
26
・
藤
田
裕
典
／
記
）

　

当
日
は
久
し
ぶ
り

に
９
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
卒
業
以
来
の

再
会
メ
ン
バ
ー
も
い

て
、
昔
話
に
大
い
に

花
が
咲
き
、
あ
っ
と

い
う
間
の
３
時
間
で

し
た
。
こ
の
と
こ
ろ

大
活
躍
中
の
駅
伝
の

応
援
で
、
ま
た
の
再

会
を
約
束
し
ま
し
た
。

（
昭
60
営
・
桑
原
智
雄
／
記
）

　

ク
ラ
ス
全
員
が
皆
70
歳
台
を
迎
え
る

今
年
、
東
京
近
郊
の
10
人
が
集
ま
り
、

別
府
在
住
の
１
名

が
W
e
b
参
加
で

開
催
。
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
製

作
で
数
々
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
野

澤
和
之
監
督
か
ら

は
新
作
「
D
r
カ

キ
ゾ
エ　

歩
く
処

方
箋
」
の
紹
介
。

学
生
時
代
の
思
い

出
や
各
人
の
近
況
報
告
等
で
盛
り
上
が

り
当
時
に
戻
り
、
若
返
っ
て
次
回
の
同

窓
会
で
ま
た
会
う
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。（
昭
53
社
・
萩
原
宏
一
／
記
）

53
会
と
は
、
体
育
会
各
部
で
昭
和
53

年
に
４
年
生
だ
っ
た
同
期
生
の
会
。
14

部
か
ら
24
人
が
集
ま
っ
た
。
都
心
は
今

年
最
高
気
温
を
記
録
す
る
中
、
正
に
暑

気
払
い
。
大
学
１
年
生
、
18
歳
で
初
め

て
出
会
っ
て
か
ら
50

年
。
今
年
で
全
員
が

古
稀
を
迎
え
る
。
や

ん
ち
ゃ
坊
主
ぶ
り
は

何
も
変
わ
ら
な
い

が
。
中
締
め
に
皆
で

肩
を
組
ん
で
第
一
応

援
歌
を
唱
っ
て
、
池

袋
な
ら
ぬ
新
橋
の
夜

に
二
次
会
に
向
か
っ
た
。

（
昭
54
営
・
幹
事
・
小
野
藤
太
郎
／
記
）

　

今
回
は
名
古
屋
、
長
野
か
ら
参
加
も

あ
り
、
14
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
近
況

を
報
告
し
合
い
、
懐

か
し
い
学
生
時
代
の

話
に
花
が
咲
き
、
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
毎
年
開
催
す

る
こ
と
も
確
認
さ

れ
、
次
回
は
２
０
２

６
年
８
月
７
日
に
開

催
予
定
で
す
。
89

B
A
I
組
卒
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
市
川
珠
美
／
記
）

　

神
戸
在
住
の
同
期
が
上
京
す
る
に
あ

た
り
、
６
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
年
２

回
の
京
都
や
那
須

合
宿
で
の
出
来
事

や
、
先
輩
・
後
輩

と
業
界
研
究
を
徹

夜
で
取
り
組
ん
だ

思
い
出
な
ど
尽
き

な
い
話
で
楽
し
く

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
今
更
な
が
ら
な
ぜ
荒
川
ゼ
ミ

に
入
っ
た
の
か
、
経
緯
は
何
だ
っ
た
の

か
な
ど
当
時
そ
れ
ぞ
れ
が
知
ら
な
か
っ

た
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

（
昭
58
経
・
長
谷
川
豊
／
記
）

　

ク
ラ
ス
会
を
立
ち
上
げ
、
ず
っ
と
幹

事
を
し
て
く
れ
て
い
る
初
貝
さ
ん
の
郷

里
・
盛
岡
に
２
０
２
３
年
に
旅
行
。
翌

年
は
金
沢
、
今
回

は
福
岡
と
級
友
が

暮
ら
す
町
を
訪
ね
、

13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
観
光
名
所

を
案
内
し
て
も
ら

い
、
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
、
話
に

花
を
咲
か
せ
、
次

回
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
と
な
り
ま

し
た
。（
石
井
／
記
）

　

今
年
も
H
C
D
に
合
わ
せ
て
開
催
。

酷
暑
を
乗
り
越
え
た

元
気
溌
剌
の
14
人
が

参
加
。（
う
ち
８
人

が
剣
道
・
ホ
ッ
ケ
ー

部
）。
今
回
は
フ
リ

ー
ト
ー
ク
で
お
互
い

の
近
況
を
確
認
。
３

月
18
日
の
「
卒
業
60

周
年
の
集
い
」
で
の

再
会
を
誓
い
、
最
後

は
須
永
君
の
校
歌
で

お
開
き
。

（
昭
40
営
・
友
定
昭
宏
／
記
）

【
参
加
者
】（
本
部
）
須
永
、平
井
、（
ア
）
新
井
、

（
フ
）
慶
松
、（
ホ
）
谷
木
、
岩
城
、
伊
達
、

（
剣
）
延
原
、
土
田
、
南
部
、
三
吉
、
高
木
、

（
ス
）
若
鍋
、（
応
）
友
定

　

コ
ロ
ナ
で
途
切
れ
て
い
た
ク
ラ
ス
会

に
遠
く
大
分
、
愛
知
、
長
野
な
ど
か
ら

も
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
立
教
発
祥

の
地
、
築
地
を
散

策
し
各
碑
を
見
て
、

ラ
ン
チ
を
し
な
が

ら
楽
し
い
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ま

た
次
回
元
気
で
の

再
会
を
約
し
ま
し

た
。（
伊
藤
泰
子
／
記
）

【
参
加
者
】

糸
瀬
美
智
子
、
大
林
智
詳
、

樋
田
篤
正
、
小
渕
玲
子
、
小
林
英
子
、

高
橋
ハ
ル
ミ
、長
澤
洋
美
、林
俊
子
、横
倉
淑
子
、

吉
田
慶
子
、
伊
藤
泰
子

仕
事
で
毎
回
１
時
間
遅
れ
の
参
加
が

お
約
束
の
今
井
会
長
が
、
今
回
は
仕
事

が
休
み
の
た
め
定

刻
通
り
参
加
と
い

う
超
レ
ア
会
で
し

た
。
二
次
会
は
孤

独
の
グ
ル
メ
に
出

た
中
華
料
理
店
で

激
辛
メ
ニ
ュ
ー
を

顔
色
一
つ
変
え
ず

完
食
し
た
今
井
会

長
に
一
同
ド
ン
引

き
し
た
の
で
し
た
。（
汗
）

【
参
加
者
】
青
木
・
石
川
・
今
井
・
内
山
・
大
滝
・

風
間
・
星
・
細
川
・
森
田
・
柳
瀬
・
向
後
（
鹿
鳴
館
）

（
大
滝
仁
／
記
）

　

今
回
で
９
回
目
の
開
催
で
す
。
な
ん

と
30
年
間
消
息
不
明
だ
っ
た
方
、
地
方

か
ら
東
京
に
戻
っ
て
来
ら
れ
た
方
、
名

古
屋
か
ら
日
帰
り
の
方
、
高
知
か
ら
駆

け
つ
け
た
方
他
23
人
が
出
席
さ
れ
、
ア

ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
ス
タ
ジ
ャ
ン
姿
の

昔
を
懐
か
し
く
振
り
返
り
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
次
回
５

月
に
元
気
な
姿
で

再
会
で
き
る
事
を

約
束
し
、
二
次
会

へ
と
向
か
い
ま
し

た
。

（
昭
58
営
・
代
表
・

本
間
孝
／
記
）

O
B
・
O
G
19
人
が
全
国
か
ら
参
加

し
、
古
美
術
研
究
会
の
集
い
を
開
催
し

ま
し
た
。
卒
業
後

40
余
年
が
過
ぎ
、

体
型
も
面
影
も
変

わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
話
を
始
め
た

ら
す
ぐ
に
学
生
の

頃
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
名

簿
を
作
成
し
た
り

近
況
の
報
告
を
し
た
り
楽
し
い
時
間
を

皆
で
過
ご
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
再
会
を
約
束
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

（
昭
59
経
・
幹
事
・
土
屋
幸
治
／
記
）

　

首
都
圏
、
札
幌
、
山
形
、
長
野
か
ら

６
人
が
集
結
し
ま
し
た
。
鬼
籍
に
入
っ

た
大
木
先
生
や
同

窓
生
を
偲
び
、
最

近
の
世
相
や
家
族

の
事
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
た
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
新
橋
亭
代
表

取
締
役
会
長
・
呉

東
富
氏
（
昭
41
営
）

の
ご
挨
拶
、
ご
配
慮
を
賜
り
、
来
年
の

再
会
を
約
し
て
散
会
を
し
ま
し
た
。

（
昭
42
経
・
玉
井
紘
／
記
）

【
出
席
者
】
小
屋
恂
治
、
野
畑
煕
、
土
田
善
則
、

玉
井
紘
、
杉
野
五
郎
、
田
中
繁
雄

　

卒
業
60
年
経
過
し
た
人
、
今
年
迎
え

る
人
、
来
年
迎
え
る
人
達
が
今
年
も
池

袋
で
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
32

回
目
に
な
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
を
ゆ
っ
く
り

と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

含
め
４
時
間
、
終
始

笑
顔
で
の
会
話
を
楽

し
み
ま
し
た
。
青
春

時
代
と
老
い
が
交
錯

し
て
生
か
さ
れ
て
い

る
一
日
で
し
た
。
こ

の
会
は
ま
だ
ま
だ
続
け
て
行
き
ま
す
。

（
昭
40
経
・
澤
田
幹
男
／
記
）

　

名
誉
教
授
・
山
田
昭
次
先
生
が
２
０

２
５
年
３
月
15
日

に
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
池

袋
キ
ャ
ン
パ
ス
15

号
館
で
「
し
の
ぶ

会
」
を
開
い
た
夜
、

ご
息
女
の
民
子
さ

ん
を
囲
ん
で
18
人

が
集
ま
り
ま
し

た
。「
し
の
ぶ
会
」

の
報
告
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
立
教
大
学

平
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
年
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
平
４
経
・
小
田
切
督
剛
／
記
）

12
人
の
参
加
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
全

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。
続
け
て

懇
親
会
と
な
り
片
上
部
長
先
生
の
乾
杯

の
ご
挨
拶
の
後
は
、
長
谷
川
監
督
お
よ

び
当
日
参
加
し
た
女
子
選
手
を
含
む
新

入
部
員
７
人
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
選

手
が
抱
負
を
語
る
と
共
に
、
歓
談
を
通

じ
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か

ら
期
待
と
激
励
を

伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
最
後
は
内

田
会
長
に
よ
る
エ

ー
ル
と
参
加
者
全

員
の
校
歌
斉
唱
に

よ
り
閉
会
し
た
。

（
昭
58
産
・
虎
谷
浩
司
／
記
）

　

今
年
は
過
去
最
大
人
数
の
24
人
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
前
ゼ
ミ

O
B
・
O
G
会
の

L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
も
開
設

し
、
２
０
２
６
年

も
７
月
第
１
土
曜

日
に
同
じ
会
場
を

予
約
済
み
で
す
。

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

会
で
す
の
で
、
気

軽
な
気
持
ち
で
ご

参
加
い
た
だ
き
た
く
、
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
平
８
営
・
守
屋
直
子
／
記
）

【
連
絡
先
】

 kouzakiobog@
yahoo.co.jp

　

土
屋
賢
一
先
生
の
お
声
が
け
で
２
０

２
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
43
年
ぶ
り
の

O
B
会
も
今
回
で

３
回
目
。
猿
谷
君

の
夏
の
仕
事
場
で

も
あ
る
軽
井
沢
に

場
所
を
変
え
、
全

員
初
体
験
の
カ
ー

リ
ン
グ
に
挑
み
ま

し
た
。
体
験
レ
ッ

ス
ン
後
、
我
ら
４

人
チ
ー
ム
を
組
ん
で
初
体
験
チ
ー
ム
と

第
４
エ
ン
ド
ま
で
対
戦
、
酷
暑
の
東
京

か
ら
一
転
、
室
温
５
℃
の
中
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
５
０
分
間
、
最
高
の
消
夏

法
と
な
り
ま
し
た
。

（
営
・
大
島
幹
雄
／
記
）

【
参
加
者
】
土
屋
先
生
、
黒
田
、
猿
谷
、
大
島

　

溝
尾
ゼ
ミ
15
期
生
の
卒
業
20
周
年
の

節
目
に
開
催
し
ま
し
た
。
前
後
の
代
や

関
係
の
先
生
に
も
お

声
が
け
し
、
全
国
か

ら
30
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
当
日
は
持
ち
寄

っ
た
景
品
な
ど
で
抽

選
会
を
し
て
、
と
て

も
楽
し
い
会
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
先
生
ず
っ
と
お

元
気
で
い
ら
し
て
下

さ
い
ね
！

（
15
期
ゼ
ミ
長
・
平
17
観
・
木
村
陽
之
助
／
記
）

【
参
加
者
】
溝
尾
先
生
、梅
川
先
生
、吉
澤
先
生
、

溝
尾
ゼ
ミ
14‐

17
期
生
30
人

　

同
期
の
仲
間
は
入
部
時
29
人
居
ま
し

た
が
年
令
と
共
に
ゴ
ル
フ
を
止
め
た
り

他
界
し
た
仲
間
が
増

え
、
今
年
は
６
人
が

東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

に
集
ま
り
、
気
持
ち

だ
け
は
学
生
時
代
に

戻
り
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
19
番
ホ

ー
ル
で
来
年
は
傘
寿

を
迎
え
る
年
と
な
る

が
全
員
の
再
会
を
誓
い
、
ほ
ろ
酔
い
気

分
で
そ
れ
ぞ
れ
が
家
路
に
つ
き
ま
し

た
。（
産
・
佐
野
常
具
／
記
）

　

今
回
は
26
人
が
集
ま
り
懇
親
会
を
行

い
、
安
田
先
生
を
中
心
に
し
て
世
代
を

超
え
て
親
交
を
深
め

ま
し
た
。
交
流
会
で

は
２
人
か
ら
仕
事
紹

介
が
行
わ
れ
、
そ
れ

に
対
し
て
M
B
A
視

点
で
の
活
発
な
質
問

が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。新
た
な
気
付
き
、

繋
が
り
を
作
る
場
と

し
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
安
田
ゼ
ミ
出
身
で
開
催

の
連
絡
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
令
６
・
原
浩
之
／
記
）

【
連
絡
先
】

20vg034m
@
al.rikkyo.ac.jp

　

こ
れ
ま
で
長
く
続
い
た
「
は
げ
み
の

会
」
も
今
回
で
休
会
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、
１
０
９
人
と
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
仲
間
と
、
ま
た

世
代
を
超
え
て
交

流
し
、
絆
・
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下

さ
い
。
武
澤
ゼ
ミ

出
身
で
未
登
録
の
方
は
H
P
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
「
尋
ね
人
」
か
ら
登
録
お
願
い
し

ま
す
。
今
後
も
、
H
P
を
通
じ
て
情
報

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
昭
51
産
・
黒
﨑
智
／
記
）

https://hagem
i.net/

　

立
教
オ
ケ
１
０
０
年
史
が
発
売
さ

れ
、
大
勢
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

本
誌
で
は
、
カ
ー
ル
・
Ｅ
・
ブ
ラ
ン
ス

タ
ッ
ド
、
皆
川
達
夫
、
小
澤
征
爾
、
ク

ル
ト
・
マ
ズ
ア
等
、
多
く
の
指
導
者
と

の
思
い
出
や
、
定
期
演
奏
会
、
同
立
交

歓
演
奏
会
、
メ
サ
イ

ア
、
レ
ク
イ
エ
ム
、

マ
タ
イ
受
難
曲
等
、

多
様
な
演
奏
会
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
の
詳
細
さ
と
美
し

さ
に
沢
山
の
O
B
・

O
G
か
ら
喜
び
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
３
産
・
奥
口
由
里
／
記
）

【
購
入
サ
イ
ト
】

 https://order.pico2.jp/

rikkyoorch_obog/

　

学
園
祭
初
日
、
本
館
で
現
役
の
写
真

展
を
鑑
賞
し
た
後
、
学
食
で
食
券
を
求

め
る
大
行
列
に
ビ

ッ
ク
リ
し
な
が
ら

会
場
に
31
人
が
参

集
。
北
島
孝
好
氏

の
司
会
で
、
全
員

が
近
況
報
告
や
写

真
展
評
を
語
り
、

盛
り
上
が
り
は
時

間
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
。
秋
田
、

名
古
屋
、
神
戸
、
福
岡
な
ど
遠
来
の
先

輩
に
現
役
部
員
を
交
え
、
と
て
も
楽
し

く
久
闊
を
叙
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
昭
48
ド
・
大
川
徹
／
記
）

　

今
年
も
同
窓
会
に
四
国
・
中
国
・
東

北
地
方
等
遠
方
か
ら
同
志
が
41
人
集
ま

り
、
心
和
む
懇
親

会
を
開
催
。
恩
師

菊
野
一
雄
先
生
を

囲
み
、
参
加
者
一

人
一
人
の
近
況
報

告
と
尽
き
な
い
会

話
で
、
活
気
に
満

ち
た
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
後
の
菊
野
ゼ
ミ
50
周
年
を
目
指

し
、今
後
も
毎
年
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
昭
55
経
・
O
B
会
長
・
甲
斐
田
準
介
／
記
）

　

ク
ラ
イ
ム･

パ
ー
テ
ィ
ー
と
は
立
大

メ
サ
イ
ア
18
回
〜
21
回
の
実
行
委
員
会

の
O
B
･
O
G
会

の
名
称
で
、
同
演

奏
会
の
初
代
指
揮

者
で
あ
る
故
金
子

登
（
の
ぼ
り
）
東

京
藝
術
大
学
名
誉

教
授
の
お
名
前
を

冠
し
た
も
の
で

す
。
毎
年
続
け
て

き
た
一
泊
旅
行
は

今
回
で
39
回
目
を

数
え
ま
し
た
。
写
真
は
秋
の
夕
日
に
映

え
る
長
瀞
を
背
景
に
し
た
一
枚
。
来
年

の
40
回
記
念
旅
行
に
向
け
て
、
長
生
き

に
励
も
う
と
皆
で
念
じ
ま
し
た
（
笑
）

（
昭
56
化
・
山
岸
勇
一
郎
／
記
）

　

今
年
も
間
々
田
ゼ
ミ
（
間
々
田
孝
夫

名
誉
教
授
）
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
に
は

先
生
が
出
版
さ
れ

た
書
籍
を
元
に
し

た
最
新
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
懇
親
会
で

は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

持
ち
寄
っ
た
景
品

が
も
ら
え
る
ク
イ

ズ
大
会
な
ど
、
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
今
回
も
先
生
お
手
製
の

ス
イ
ー
ツ
（
タ
ル
ト
）
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
回
の
再
会
も
楽
し
み
で
す
。

（
平
11
社
前
・
中
溝
一
仁
／
記
）

【
連
絡
先
】

 m
am
adaogob@

gm
ail.com

　

今
年
は
29
人
が
参
加
し
て
総
会
が
開

か
れ
た
。
長
谷
川
新
会
長
の
挨
拶
、
新

旧
運
営
委
員
の
着

任
・
退
任
の
承
認

と
挨
拶
の
後
、
新

卒
会
員
の
運
営
参

加
が
討
議
さ
れ
た
。

鎌
倉
女
子
大
学
理

事
・
教
授
の
高
橋

正
尚
氏
（
昭
50
法
）

の
講
演
「
未
来
の

教
育
を
創
造
す
る

学
校
づ
く
り
」、
現

役
部
員
の
活
動
報

告
、
記
念
撮
影
と
続
き
、
懇
親
会
で

は
昔
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

（
昭
56
法
・
勝
間
田
昭
彦
／
記
）

　

北
は
青
森
、
南
は
博
多
、
西
は
加
州

よ
り
総
勢
19
人
。
秋
晴
れ
、
紅
葉
し
た

蔦
を
ま
と
っ
た
時

計
台
、
鮮
や
か
な

銀
杏
黄
葉
が
こ
ん

な
に
美
し
く
感
じ

る
の
も
年
齢
を
重

ね
た
所
以
か
。
思

い
出
話
か
ら
こ
れ

か
ら
の
夢
を
語
ら

う
楽
し
い
時
間
で

し
た
。
鈴
懸
の
径

の
長
嶋
茂
雄
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
立
ち
寄

り
二
次
会
、
そ
し
て
三
次
会
へ
。

※

10
月
に
は
立
教
大
学
交
響
楽
団
１
０

０
年
史
も
刊
行
さ
れ
、
立
教
学
院
展
示

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

前
田
一
男
先
生
の
古
希
を
機
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
叶
わ
な
か
っ
た
最
終
講
義
に

代
わ
る
講
演
会
と
古

希
を
お
祝
い
す
る
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

講
演
会
に
は
約
３
０

０
人
、
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
約
２
０
０
人
が

参
加
。
卒
業
生
の
お

子
さ
ん
や
海
外
か
ら

も
集
い
、
点
灯
式
が
行
わ
れ
た
ば
か
り

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も
古
希
を
祝

福
。
先
生
が
繋
い
で
く
だ
さ
っ
た
ご
縁

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
も

な
り
ま
し
た
。（
平
６
教
・
大
島
宏
／
記
）

　

第
54
回
全
日
本
選

手
権O

ver

55
男
子

の
部
で
鈴
木
光
一
さ

ん
（
平
４
経
）
が
見

事
優
勝
！
立
教
O
B

の
日
本
一
は
ク
ラ
ブ

創
部
41
年
目
で
初
で

す
。
忘
年
会
を
兼
ね

優
勝
を
皆
で
祝
い
ま

し
た
。（
平
１
社
・
安
東
隆
司
／
記
）

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
有
志
に
よ
る
忘

年
会
も
今
回
は
別
の
忘
年
会
を
抜
け
出

し
参
加
す
る
者
や
、

残
り
時
間
30
分
で

も
駆
け
つ
け
て
来

た
者
な
ど
、
昭
58

年
卒
〜
昭
62
年
卒

の
23
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た

後
は
、
例
年
通
り

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
前
で
記
念
撮
影
を
し
、
同

好
会
創
立
50
周
年
に
当
た
る
２
０
２
６

年
の
再
会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

な
お
２
０
２
６
年
の
開
催
は
12
月
12
日

に
な
り
ま
す
。（
昭
59
産
・
松
本
邦
一
／
記
）

　

幅
広
く
事
業
展

開
す
る
日
立
グ
ル

ー
プ
各
社
の
立
教

O
B
・
O
G
が
集

う
場
と
し
て
、
正

式
認
可
前
の
発
足

か
ら
約
20
年
が
経

過
。
近
年
は
年
に

一
度
の
懇
親
会
を

開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
幅
広

い
年
代
か
ら
60
人

が
池
袋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
集
ま
り
「O

ne H
ITA
C
H
I

」
を

掲
げ
る
日
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
絆
を

深
め
、明
日
へ
の
活
力
を
育
み
ま
し
た
。

（
昭
58
産
・
臼
見
元
恵
／
記
）

　

毎
年
恒
例
の「
Ｊ
Ａ
共
済
連
立
教
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
２
年
入
会
か

ら
新
入
職
員
ま
で

約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
母
校
を
訪
れ

て
学
生
時
代
を
懐

か
し
む
と
と
も

に
、
世
代
・
部
署

を
超
え
た
貴
重
な

交
流
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
立
教
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
期
し
、
会
旗
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
〝
繋
が
り
〞
を
大
切
に
、
今

後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
令
６
法
・
森
本
琉
生
／
記
）

　

昭
和
35
年
卒
か
ら
現
役
学
生
ま
で
の

幅
広
い
年
代
、
総
勢
50
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
恒
例
の
初
参
加

の
自
己
紹
介
や
担
当

作
品
等
P
R
タ
イ

ム
。
締
め
に
は
校
歌

を
皆
で
歌
う
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
は

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
に
メ
ン
バ
ー
が
読

み
終
え
た
本
や
貴
重

な
雑
誌
を
持
ち
寄

り
、
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
初
出
店
。
多
く
の
方
に
お
立
ち
寄

り
頂
き
な
が
ら
、
校
舎
の
美
し
さ
、
自

由
な
校
風
の
魅
力
を
再
認
識
し
ま
し

た
。（
平
13
文
・
西
田
信
子
／
記
）

　

大
月
Ｃ
Ｃ
に
て
、
昭
和
か
ら
平
成
に

か
け
て
旧
住
友
銀
行
に
入
行
し
た
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し

た
、
親
睦
コ
ン
ペ

を
毎
年
春
秋
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

年
々
平
均
年
齢
が

高
齢
化
す
る
中
、

今
回
は
令
和
入
行

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

メ
ン
バ
ー
の
参
加

も
あ
り
、
大
月
駅

周
辺
で
の
２
次
会

を
含
め
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
４
経
・
大
月
C
C
支
配
人
・
鴻
田
昌
明
／
記
）

　

総
会
に
続
き
、
学
生
レ
ポ
ー
ト
の
顕

彰
が
行
わ
れ
、「
ド
イ
ツ
の
食
文
化
を

賞
味
す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
立
食
パ

ー
テ
ィ
ー
形
式
の

懇
親
会
も
開
催
さ

れ
た
。
多
く
の
在

学
生
、
保
証
人
、

卒
業
生
、
教
員
が

参
加
し
、
盛
会
と

な
っ
た
。
２
０
２

６
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
は
６
月
27

日
を
予
定
し
て
い
る
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
事
務
局
宛
メ
ー
ル
ま
で
。

（
丸
山
／
記
）

【
連
絡
先
】
立
教
大
学
ド
イ
ツ
文
学
会
事
務
局

z3000190@
rikkyo.ac.jp

　

人
形
町
鮒
よ
し
（
店
主
の
ご
子
息
が

校
友
）
に
て
、
校
友
の
若
手
噺
家
、
金

原
亭
馬
好
・
春
風
亭
一
花
・
柳
家
小
は

だ
さ
ん
の
３
人
を
迎
え
、
落
語
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
馬
好
さ
ん
は
２
０
２
５

年
９
月
に
真
打
に
昇
進
さ
れ
た
ば
か

り
！
会
場
は
35
人
の
落
語
フ
ァ
ン
で
満

杯
で
す
。
三
人
三
様
、
個
性
あ
ふ
れ
る

熱
演
に
、
会
場
は
笑
い
と
涙
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
若
き
噺
家
達
、
皆
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
！

（
昭
53
心
・
森
正
代
／
記
）

　

船
橋
立
教
会
は
設
立
10
周
年
を
記
念

し
て
、
西
原
総
長
を
お
迎
え
し
、
記
念

式
典
・
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
も
組
み
込

ま
れ
、
参
加
者
は
学

生
時
代
を
思
い
出

し
、
久
し
振
り
の
母

校
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
応
援

団
長
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
演
舞
の
下
、

校
歌
・
応
援
歌
を
大
声
で
堪
能
し
ま
し

た
。（
昭
57
法
・
会
長
・
田
中
善
之
／
記
）

　

昭
和
32
年
卒
の
谷
田
剛
一
初
代
会
長

を
は
じ
め
29
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ご

夫
婦
や
親
子
で
の
参
加
も
４
組
あ
り
ま

し
た
。
故
長
嶋
茂

雄
氏
に
サ
イ
ン
入

り
バ
ッ
ト
を
い
た

だ
い
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
も
飛
び
出

し
、
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最

後
は
板
橋
区
立
の

現
役
小
学
校
長
で

あ
る
寺
内
崇
さ
ん
（
平
成
13
年
卒
）
が

即
席
応
援
団
長
と
な
り
、第
一
応
援
歌
、

校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

（
昭
60
法
・
常
盤
浩
行
／
記
）

　

元
会
長
・
色
本
氏
と
コ
ヨ
ー
テ
と
の

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
撮
影
か
ら
幕
を
開
け
、

庭
の
ス
ク
リ
ー
ン

テ
ン
ト
で
芍
薬
の

香
り
に
包
ま
れ
、

近
況
報
告
、
世
界

二
周
旅
行
の
思
い

出
話
な
ど
に
花
が

咲
き
、
あ
っ
と
い

う
ま
の
４
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
当

日
は
カ
ナ
ダ
西
部
の
山
火
事
の
影
響
で

体
調
を
崩
さ
れ
欠
席
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
り
、
さ
ら
に
山
火
事
が
広
が
る
と
の

予
報
に
、
１
日
も
早
い
ご
回
復
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
２
英
・
会
長
・
阿
部
田
敦
子（
旧
姓
・
鈴
木
）／
記
）

　

西
原
総
長
、
国
際
化
ご
担
当
者
、
校

友
会
の
方
々
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ご
来
訪

の
際
に
、
懇
親
会

を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
総
長
か
ら

大
学
の
現
状
や
今

後
の
展
望
、
当
地

の
大
学
と
の
連
携

な
ど
、
貴
重
な
お

話
を
お
伺
い
し
、

ま
た
大
学
関
係
者

の
方
々
と
も
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
平
15
経
・
幹
事
・
小
林
瑞
枝
／
記
）

　

西
原
総
長
・
校

友
会
樋
田
副
会

長
・
井
田
副
会
長

と
、
前
橋
国
際
大

学
大
森
学
長
を
お

迎
え
し
て
の
開

催
。
第
一
部
は「
道

の
た
だ
な
か
」
を

上
映
し
、
鶴
岡
監

督
・
西
原
総
長
・

鈴
木
会
長
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
第
二
部

の
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
前
橋
で

の
お
酒
を
伴
う
校
友
の
集
い
は
実
に
８

年
ぶ
り
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
み

な
さ
ん
が
お
し
ゃ
べ
り
や
写
真
撮
影
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

（
平
12
経
・
前
橋
立
教
会
会
長
・
鈴
木
創
／
記
）

　

２
０
２
４
年
は
台
風
の
接
近
に
よ
り

直
前
に
中
止
と
な
っ
た
た
め
２
年
ぶ
り

の
開
催
。
そ
れ
ぞ

れ
の
近
況
や
全
日

本
大
学
駅
伝
の
話

題
な
ど
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回

は
初
参
加
の
方
も

多
く
、
最
年
少
で

は
初
め
て
令
和
の

卒
業
生
が
参
加
！

昭
和
33
年
卒
か
ら

令
和
６
年
卒
ま
で
、
改
め
て
立
教
の
歴

史
を
感
じ
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
三
重
県
在
住
の
方
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
14
営
・
幹
事
長
・
別
所
恭
介
／
記
）

　

当
日
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
幅
広
く
活
躍

さ
れ
る
宇
賀
な
つ

み
さ
ん（
平
21
産
）

を
お
招
き
し
、
学

生
時
代
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
メ
デ
ィ
ア

現
場
で
の
経
験
な

ど
興
味
深
い
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

１
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
10
史
・
愛
知
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

幹
事
長
・
竹
内
亮
介
／
記
）

　

少
数
精
鋭
の
16
人
で
開
催
し
ま
し

た
。
恒
例
の
校
友
に
よ
る
講
演
は
、
平

22
年
社
会
学
部
現

代
文
化
学
科
卒

で
、
岩
手
県
北
上

市
の
秘
湯
復
活
の

た
め
に
起
業
し
た

村
岡
葉
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
ま
し

た
。
体
育
会
で
の

活
動
か
ら
身
に
着

い
た
マ
イ
ン
ド
や

起
業
へ
の
想
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
諸
先
輩
方
か
ら
は

「
社
会
課
題
に
向
き
合
う
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
た
」
と
い
っ
た
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
平
13
法
・
副
会
長
・
手
塚
さ
や
香
／
記
）

　

各
校
か
ら
総
勢
77
人
の
参
加
が
あ

り
、
懇
親
会
に
は
１

０
２
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
幹
事
校
と
し

て
臨
ん
だ
今
年
は
総

力
戦
で
挑
ん
だ
甲
斐

が
あ
り
十
数
年
ぶ
り

に
団
体
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
！

参
加
各
校
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Facebook

か
ら
是
非
動
画
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
昭
58
営
・
川
口
立
教
会
幹
事
長
・

小
宮
山
恭
一
郎
／
記
）

　

当
日
は
立
川
市
内
で
の
箱
根
駅
伝
予

選
会
に
合
わ
せ
、
創
立
45
周
年
の
祝
賀

会
を
開
き
ま
し
た
。
沿
道
で
立
教
駅
伝

チ
ー
ム
を
応
援
し

た
後
、
多
く
の
初

参
加
者
に
加
え
、

逗
子
葉
山
・
湘
南
・

八
王
子
・
稲
城
多

摩
・
所
沢
と
、
ご

縁
の
あ
る
地
域
立

教
会
か
ら
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
60
人
と
な

り
ま
し
た
。
立
教

大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
演
奏
や
、

徳
光
和
夫
先
輩
の
楽
し
い
お
話
な
ど
で

大
変
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
立
川
立
教
会
幹
事
長
・
中
村
芳
弘
／
記
）

20
代
〜
80
代
と
幅
広
い
世
代
の
校
友

と
現
役
学
生
を
合
わ
せ
た
90
人
超
が
集

い
ま
し
た
。
ご
来

賓
と
し
て
、
目
黒

区
長
の
青
木
英
二

様
に
も
お
越
し
い

た
だ
き
、
新
進
気

鋭
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
企

業
２
社
に
よ
る
若

手
経
営
者
対
談
や

恒
例
の
大
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
な
ど
を

実
施
。
和
気
藹
々

と
し
た
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
目
黒

立
教
会
で
は
今
後
も
年
に
１
度
、
懇
親

会
を
継
続
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
平
19
社
・
会
長
・
大
石
剛
正
／
記
）

　

今
回
は
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
氏
を

招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
野
口
氏
は
立

教
英
国
学
院
在
学
中
の
と
て
も
厳
し
い

躾
が
、
現
在
世
界
の
登
山
家
、
環
境
活

動
家
に
な
れ
た
礎
だ
っ
た
と
語
り
、
娘

の
絵
子
さ
ん
も
同
学
院
中
学
部
を
卒
業

し
て
い
る
と
の
こ

と
。
当
会
員
の
遠

山
章
夫
氏
は
野
口

氏
入
学
時
の
恩
師

で
、
再
会
を
喜
び

合
い
、
全
員
で
野

口
氏
の
一
層
の
活

躍
を
激
励
し
ま
し

た
。（
昭
41
営
・
会
長
・
呉
東
富
／
記
）

　

幕
開
け
は
立
教
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
よ
る
歌
唱
演
奏
、
約
２
０
０
人
の
校

友
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
藤
井
謙
宗

氏
（
平
１
経
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
代
表

取
締
役
）、
元
沢

伸
夫
氏
（
平
13
営
、

川
崎
ブ
レ
イ
ブ
サ

ン
ダ
ー
ス
取
締
役

会
長
）
に
よ
る
特

別
対
談
で
は
、
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
抽
選
会

に
続
き
体
育
会
応

援
団
に
よ
る
演
舞

で
締
め
、
次
回
の

集
い
を
約
束
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
川
崎
立
教
会
・
町
田
香
子
／
記
）

　

日
本
橋
出
身
お
よ
び
近
郊
に
お
住
ま

い
・
お
勤
め
の
校
友
の
皆
様
９
人
が
参

加
し
、
楽
し
く
活

気
あ
る
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
本
会

は
、
毎
回
、
母
校

を
懐
か
し
む
と
共

に
、
お
互
い
の
近

況
を
確
認
し
て
親

睦
を
図
る
、
楽
し

み
な
時
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
２
回
、
日
本
橋
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

（
昭
52
観
・
中
川
康
子
／
記
）

カ
フ
ェ
カ
ル
デ
ィ
ー
ノ
八
重
洲

F
T
C(

易
学
研
究
会)

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
懇
親
会

2025.5.24

新
橋　

新
橋
亭

昭
和
42
・
43
年
卒(

１
期
・
２
期)

大
木
ゼ
ミ
懇
親
会

2025.6.8

韓
国
家
庭
料
理
自
起
屋

文
学
部
史
学
科
山
田
ゼ
ミ

O
B
・
O
G
会

2025.6.14
第
一
食
堂　

藤
だ
な

体
育
会
自
転
車
競
技
部

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
総
会

2025.6.18

軽
井
沢
ア
イ
ス
パ
ー
ク
・

カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル

昭
和
56
年
卒
業

土
屋
ゼ
ミ
懇
親
会

2025.8.25

東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

昭
和
44
年
卒
業　

ゴ
ル
フ
部
同
期
会

2025.9.11

10
号
館
１
０
３
教
室
・
第
一
食
堂

武
澤
ゼ
ミ　

は
げ
み
の
会

展
示
交
流
会
・
懇
親
会

2025.10.19
東
京
芸
術
劇
場

交
響
楽
団　

第
１
１
６
回
定
期
演
奏
会

2025.10.31

第
一
食
堂　

藤
だ
な

S
P
C
C(

写
真
部
O
B
・
O
G
会)

創
立
90
周
年
懇
親
会

2025.11.3
第
一
食
堂

経
済
学
部
菊
野
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

O
B
・
O
G
会
「
蔦
の
会
」

2025.11.8

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
の
隣
り

ビ
ジ
ネ
ス
デ
ザ
イ
ン
研
究
科

安
田
ゼ
ミ
O
B
・
O
G
会
懇
親
会

2025.9.20
日
比
谷
松
本
楼

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館
店

観
光
学
部　

名
誉
教
授
・
溝
尾
良
隆
先
生

84
歳
の
お
誕
生
日
会

2025.9.6

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

神
前
ゼ
ミ
O
B
・
Ｏ
Ｇ
会

2025.7.5

タ
ン
テ　

グ
ラ
ッ
ツ
ィ
エ

昭
和
38
年
〜
昭
和
41
年
卒
業

旅
行
研
究
会
た
び
た
び　

第
32
回
同
窓
会

2025.6.12

池
袋
ロ
サ
会
館

古
美
術
研
究
会

卒
業
40
余
年
の
集
い

2025.5.30

大
馬
鹿
地
蔵
池
袋
西
口
店

昭
62
年
卒
業

体
育
会
紫
の
会
忘
年
会

2025.12.30
ク
ラ
ブ
・
ゼ
ミ
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当
日
は
40
数
人
が
参
加
。
校
友
会
の

北
岡
副
会
長
、
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

（
財
）
東
京
六
大
学

野
球
連
盟
の
内
藤
事

務
局
長
に
ご
講
演
を

い
た
だ
い
た
後
、
和

や
か
な
懇
親
会
に
移

り
、
最
後
は
校
歌
と

エ
ー
ル
で
締
め
、
次

回
の
再
会
を
約
し
散

会
し
ま
し
た
。

（
昭
48
法
・
会
長
・

堀
場
清
美
／
記
）

　

当
日
は
天
気
も
良
く
、
参
加
者
は
42

人
。
理
事
長
賞
・
校
友
会
長
賞
等
、
沢

山
の
協
賛
品
が
表
彰
式
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。優
勝
は
小
松
秀
之
氏（
平
１
営
）。

昭
35
卒
の
大
先
輩
や
、
遠
く
は
泉
大
津

市
・
浜
松
市
よ
り
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
で
き
る
だ
け
永
く
続

け
た
い
も
の
で
す
。
尚
、
参
加
者
の
御

芳
志
を
立
教
学
院
に
募
金
し
ま
し
た
。

次
回
は
11
月
19
日
（
木
）
に
開
催
し
ま

す
。
お
一
人
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。
奮

っ
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
昭
47
営
・
大
賀
喜
夫
／
記
）25

年
３
度
目
と

な
る
懇
親
会
を
グ

ル
ガ
オ
ン
で
開
催

致
し
ま
し
た
。
初

参
加
者
３
人
を
含

む
７
人
が
参
加
し

盛
会
と
な
り
ま
し

た
。
世
代
を
超
え

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ト

ー
ク
や
イ
ン
ド
あ

る
あ
る
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。
当
会
で
は
定
期

的
に
懇
親
会
や
ゴ
ル
フ
等
の
活
動
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
イ
ン
ド
在
住
の
皆
さ

ま
や
現
役
留
学
生
の
方
、
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
10
経
・
幹
事
長
・
愛
波
良
平
／
記
）

　

今
回
卒
業
以
来
の
訪
問
の
方
、
ご
家

族
・
子
供
さ
ん
を
お
連
れ
の
方
な
ど
18

人
が
参
加
し
ま
し

た
。
今
後
も
幅
広

く
参
加
を
呼
び
か

け
る
よ
う
に
期
待

す
る
声
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。
皆
さ

ん
一
様
に
キ
ャ
ン

パ
ス
の
変
容
振
り

に
驚
か
れ
、
久
々

の
大
学
の
空
気
に
触
れ
て
楽
し
ん
で
お

ら
れ
ま
し
た
。
来
年
も
こ
の
時
期
に
キ

ャ
ン
パ
ス
内
で
の
開
催
を
企
画
し
、
地

区
の
親
睦
を
深
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。（
昭
53
営
・
半
田
幹
雄
／
記
）

　

参
加
者
33
人
。
立
教
大
学
と
同
じ
設

計
家
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
築
１
０
４

年
の
レ
ン
ガ
造
り
の
川
越
キ
リ
ス
ト
教

会
に
て
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
で
聖
歌
を

斉
唱
し
、
厳
か
な
礼
拝
を
行
い
、
立
教

Ｏ
Ｇ
の
J
A
Z
Z
歌
手
マ
ミ
コ
・
バ
ー

ド
さ
ん
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
。
半
年
ぶ

り
の
再
会
で
会
員

同
士
楽
し
い
語
ら

い
に
も
弾
み
が
つ

き
、
最
後
の
賞
品

ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会

ま
で
あ
っ
と
い
う

間
で
し
た
。
今
後

も
バ
ラ
エ
テ
ィ
に

富
ん
だ
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

（
副
会
長
・
清
水
俊
男
／
記
）

静
岡
市
駿
河
区
丸
子
の
待
月
楼
（
女

将
は
本
ク
ラ
ブ
幹
事
の
八
木
優
子
さ

ん
）
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
美
味
し
い

懐
石
料
理
と
最
後
は

お
約
束
の
と
ろ
ろ
汁

を
堪
能
し
、
旧
交
を

温
め
ま
し
た
。
豪
華

な
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
立
教
グ
ッ

ズ
が
当
た
る
抽
選
会

も
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
会
の
最
後
に
は
参

加
者
全
員
で
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
と
校

歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

（
平
11
社
前
・
幹
事
長
・
中
溝
一
仁
／
記
）

　

コ
ロ
ナ
禍
で
途
切

れ
久
し
ぶ
り
の
開

催
。
参
加
者
は
88
歳

〜
85
歳
の
10
人
。
昔

話
に
花
が
咲
き
あ
っ

と
い
う
間
の
２
時
間

で
し
た
。

（
昭
37
社
・
岡
﨑
厚
／
記
）

１
９
７
５
年
経
営

学
科
卒
の
級
友
の
集

い
を
開
催
し
ま
し

た
。
重
政
君
は
広
島

県
福
山
市
か
ら
駆
け

付
け
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
ず
は
同
級
の

物
故
者
に
献
杯
。
ひ

と
し
き
り
談
笑
、
カ

ラ
オ
ケ
等
で
旧
交
を
温
め
ま
し
た
。
次

回
、
神
宮
・
立
教
の
大
学
野
球
の
応
援

に
駆
け
付
け
る
こ
と
を
約
し
ま
し
た
。

入
会
希
望
者
は
ご
連
絡
を
。（
松
澤
／
記
）

【
入
会
・
連
絡
先
】

 tokyo789m
ail-123@

yahoo.co.jp

【
参
加
者
】
諫
山
秀
則
、
重
政
俊
之
、
篠
塚
勝
美
、

高
橋
正
明
、
成
瀬
道
夫
、
松
澤
秀
行

　

６
年
ぶ
り
に
10
回
目
の
ク
ラ
ス
会
を

開
き
ま
し
た
。
入

学
時
に
は
キ
リ
ス

ト
教
学
科
・
史
学

科
・
心
理
教
育
学

科
の
３
学
科
合
同

80
人
の
ク
ラ
ス
で

し
た
が
、
今
回
は

18
人
の
出
席
で
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
85

歳
の
山
を
越
え
、

ま
た
会
い
た
い
と
意
気
軒
高
で
し
た
。

（
昭
37
心
・
長
谷
川
淳
子
／
記
）

昭
37
史
・
代
表
・
松
本
征
治

R
B
S
歴
代
随
一
の
個
性
派
が
揃
う

と
噂
の
11
期
生
も
修
了
後
早
11
年
が
経

過
。
宮
内
さ
ん
（
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
／
お
仕
事
絶
賛

募
集
中
）
を
発
起

人
に
５
年
ぶ
り
２

回
目
の
同
窓
会
を

開
催
。
27
人
が
集

い
、
旧
交
を
温
め

ま
し
た
。
R
B
S

で
培
っ
た
知
識
と

人
脈
を
も
と
に
、

社
会
の
各
所
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
皆

様
の
お
話
を
伺

い
、
刺
激
を
与
え

あ
う
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
R
B
S
時

代
の
、
睡
眠
不
足
に
陥
り
な
が
ら
も
楽

し
く
学
ん
だ
美
し
い
日
々
を
思
い
出
す

ひ
と
時
で
し
た
。

（
平
26
・
藤
田
裕
典
／
記
）

　

当
日
は
久
し
ぶ
り

に
９
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
卒
業
以
来
の

再
会
メ
ン
バ
ー
も
い

て
、
昔
話
に
大
い
に

花
が
咲
き
、
あ
っ
と

い
う
間
の
３
時
間
で

し
た
。
こ
の
と
こ
ろ

大
活
躍
中
の
駅
伝
の

応
援
で
、
ま
た
の
再

会
を
約
束
し
ま
し
た
。

（
昭
60
営
・
桑
原
智
雄
／
記
）

　

ク
ラ
ス
全
員
が
皆
70
歳
台
を
迎
え
る

今
年
、
東
京
近
郊
の
10
人
が
集
ま
り
、

別
府
在
住
の
１
名

が
W
e
b
参
加
で

開
催
。
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
製

作
で
数
々
の
賞
を

受
賞
し
て
い
る
野

澤
和
之
監
督
か
ら

は
新
作
「
D
r
カ

キ
ゾ
エ　

歩
く
処

方
箋
」
の
紹
介
。

学
生
時
代
の
思
い

出
や
各
人
の
近
況
報
告
等
で
盛
り
上
が

り
当
時
に
戻
り
、
若
返
っ
て
次
回
の
同

窓
会
で
ま
た
会
う
こ
と
と
致
し
ま
し

た
。（
昭
53
社
・
萩
原
宏
一
／
記
）

53
会
と
は
、
体
育
会
各
部
で
昭
和
53

年
に
４
年
生
だ
っ
た
同
期
生
の
会
。
14

部
か
ら
24
人
が
集
ま
っ
た
。
都
心
は
今

年
最
高
気
温
を
記
録
す
る
中
、
正
に
暑

気
払
い
。
大
学
１
年
生
、
18
歳
で
初
め

て
出
会
っ
て
か
ら
50

年
。
今
年
で
全
員
が

古
稀
を
迎
え
る
。
や

ん
ち
ゃ
坊
主
ぶ
り
は

何
も
変
わ
ら
な
い

が
。
中
締
め
に
皆
で

肩
を
組
ん
で
第
一
応

援
歌
を
唱
っ
て
、
池

袋
な
ら
ぬ
新
橋
の
夜

に
二
次
会
に
向
か
っ
た
。

（
昭
54
営
・
幹
事
・
小
野
藤
太
郎
／
記
）

　

今
回
は
名
古
屋
、
長
野
か
ら
参
加
も

あ
り
、
14
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
近
況

を
報
告
し
合
い
、
懐

か
し
い
学
生
時
代
の

話
に
花
が
咲
き
、
楽

し
い
時
間
と
な
り
ま

し
た
。
毎
年
開
催
す

る
こ
と
も
確
認
さ

れ
、
次
回
は
２
０
２

６
年
８
月
７
日
に
開

催
予
定
で
す
。
89

B
A
I
組
卒
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
市
川
珠
美
／
記
）

　

神
戸
在
住
の
同
期
が
上
京
す
る
に
あ

た
り
、
６
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
年
２

回
の
京
都
や
那
須

合
宿
で
の
出
来
事

や
、
先
輩
・
後
輩

と
業
界
研
究
を
徹

夜
で
取
り
組
ん
だ

思
い
出
な
ど
尽
き

な
い
話
で
楽
し
く

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
今
更
な
が
ら
な
ぜ
荒
川
ゼ
ミ

に
入
っ
た
の
か
、
経
緯
は
何
だ
っ
た
の

か
な
ど
当
時
そ
れ
ぞ
れ
が
知
ら
な
か
っ

た
話
に
花
が
咲
き
、
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

（
昭
58
経
・
長
谷
川
豊
／
記
）

　

ク
ラ
ス
会
を
立
ち
上
げ
、
ず
っ
と
幹

事
を
し
て
く
れ
て
い
る
初
貝
さ
ん
の
郷

里
・
盛
岡
に
２
０
２
３
年
に
旅
行
。
翌

年
は
金
沢
、
今
回

は
福
岡
と
級
友
が

暮
ら
す
町
を
訪
ね
、

13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
観
光
名
所

を
案
内
し
て
も
ら

い
、
美
味
し
い
も

の
を
食
べ
、
話
に

花
を
咲
か
せ
、
次

回
の
再
会
を
誓
っ

て
散
会
と
な
り
ま

し
た
。（
石
井
／
記
）

　

今
年
も
H
C
D
に
合
わ
せ
て
開
催
。

酷
暑
を
乗
り
越
え
た

元
気
溌
剌
の
14
人
が

参
加
。（
う
ち
８
人

が
剣
道
・
ホ
ッ
ケ
ー

部
）。
今
回
は
フ
リ

ー
ト
ー
ク
で
お
互
い

の
近
況
を
確
認
。
３

月
18
日
の
「
卒
業
60

周
年
の
集
い
」
で
の

再
会
を
誓
い
、
最
後

は
須
永
君
の
校
歌
で

お
開
き
。

（
昭
40
営
・
友
定
昭
宏
／
記
）

【
参
加
者
】（
本
部
）
須
永
、平
井
、（
ア
）
新
井
、

（
フ
）
慶
松
、（
ホ
）
谷
木
、
岩
城
、
伊
達
、

（
剣
）
延
原
、
土
田
、
南
部
、
三
吉
、
高
木
、

（
ス
）
若
鍋
、（
応
）
友
定

　

コ
ロ
ナ
で
途
切
れ
て
い
た
ク
ラ
ス
会

に
遠
く
大
分
、
愛
知
、
長
野
な
ど
か
ら

も
11
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
立
教
発
祥

の
地
、
築
地
を
散

策
し
各
碑
を
見
て
、

ラ
ン
チ
を
し
な
が

ら
楽
し
い
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。
ま

た
次
回
元
気
で
の

再
会
を
約
し
ま
し

た
。（
伊
藤
泰
子
／
記
）

【
参
加
者
】

糸
瀬
美
智
子
、
大
林
智
詳
、

樋
田
篤
正
、
小
渕
玲
子
、
小
林
英
子
、

高
橋
ハ
ル
ミ
、長
澤
洋
美
、林
俊
子
、横
倉
淑
子
、

吉
田
慶
子
、
伊
藤
泰
子

仕
事
で
毎
回
１
時
間
遅
れ
の
参
加
が

お
約
束
の
今
井
会
長
が
、
今
回
は
仕
事

が
休
み
の
た
め
定

刻
通
り
参
加
と
い

う
超
レ
ア
会
で
し

た
。
二
次
会
は
孤

独
の
グ
ル
メ
に
出

た
中
華
料
理
店
で

激
辛
メ
ニ
ュ
ー
を

顔
色
一
つ
変
え
ず

完
食
し
た
今
井
会

長
に
一
同
ド
ン
引

き
し
た
の
で
し
た
。（
汗
）

【
参
加
者
】
青
木
・
石
川
・
今
井
・
内
山
・
大
滝
・

風
間
・
星
・
細
川
・
森
田
・
柳
瀬
・
向
後
（
鹿
鳴
館
）

（
大
滝
仁
／
記
）

　

今
回
で
９
回
目
の
開
催
で
す
。
な
ん

と
30
年
間
消
息
不
明
だ
っ
た
方
、
地
方

か
ら
東
京
に
戻
っ
て
来
ら
れ
た
方
、
名

古
屋
か
ら
日
帰
り
の
方
、
高
知
か
ら
駆

け
つ
け
た
方
他
23
人
が
出
席
さ
れ
、
ア

ル
バ
ム
を
見
な
が
ら
ス
タ
ジ
ャ
ン
姿
の

昔
を
懐
か
し
く
振
り
返
り
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
次
回
５

月
に
元
気
な
姿
で

再
会
で
き
る
事
を

約
束
し
、
二
次
会

へ
と
向
か
い
ま
し

た
。

（
昭
58
営
・
代
表
・

本
間
孝
／
記
）

O
B
・
O
G
19
人
が
全
国
か
ら
参
加

し
、
古
美
術
研
究
会
の
集
い
を
開
催
し

ま
し
た
。
卒
業
後

40
余
年
が
過
ぎ
、

体
型
も
面
影
も
変

わ
っ
て
い
ま
し
た

が
、
話
を
始
め
た

ら
す
ぐ
に
学
生
の

頃
に
戻
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
名

簿
を
作
成
し
た
り

近
況
の
報
告
を
し
た
り
楽
し
い
時
間
を

皆
で
過
ご
し
ま
し
た
。
次
回
は
、
ホ
ー

ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
再
会
を
約
束
し

て
閉
会
し
ま
し
た
。

（
昭
59
経
・
幹
事
・
土
屋
幸
治
／
記
）

　

首
都
圏
、
札
幌
、
山
形
、
長
野
か
ら

６
人
が
集
結
し
ま
し
た
。
鬼
籍
に
入
っ

た
大
木
先
生
や
同

窓
生
を
偲
び
、
最

近
の
世
相
や
家
族

の
事
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
っ
た
話
で

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
新
橋
亭
代
表

取
締
役
会
長
・
呉

東
富
氏
（
昭
41
営
）

の
ご
挨
拶
、
ご
配
慮
を
賜
り
、
来
年
の

再
会
を
約
し
て
散
会
を
し
ま
し
た
。

（
昭
42
経
・
玉
井
紘
／
記
）

【
出
席
者
】
小
屋
恂
治
、
野
畑
煕
、
土
田
善
則
、

玉
井
紘
、
杉
野
五
郎
、
田
中
繁
雄

　

卒
業
60
年
経
過
し
た
人
、
今
年
迎
え

る
人
、
来
年
迎
え
る
人
達
が
今
年
も
池

袋
で
会
う
事
が
で
き
ま
し
た
。
も
う
32

回
目
に
な
り
ま
す
。

ラ
ン
チ
を
ゆ
っ
く
り

と
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を

含
め
４
時
間
、
終
始

笑
顔
で
の
会
話
を
楽

し
み
ま
し
た
。
青
春

時
代
と
老
い
が
交
錯

し
て
生
か
さ
れ
て
い

る
一
日
で
し
た
。
こ

の
会
は
ま
だ
ま
だ
続
け
て
行
き
ま
す
。

（
昭
40
経
・
澤
田
幹
男
／
記
）

　

名
誉
教
授
・
山
田
昭
次
先
生
が
２
０

２
５
年
３
月
15
日

に
お
亡
く
な
り
に

な
り
ま
し
た
。
池

袋
キ
ャ
ン
パ
ス
15

号
館
で
「
し
の
ぶ

会
」
を
開
い
た
夜
、

ご
息
女
の
民
子
さ

ん
を
囲
ん
で
18
人

が
集
ま
り
ま
し

た
。「
し
の
ぶ
会
」

の
報
告
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
立
教
大
学

平
和
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
年
報
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（
平
４
経
・
小
田
切
督
剛
／
記
）

12
人
の
参
加
に
よ
り
開
会
さ
れ
、
全

議
案
が
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。
続
け
て

懇
親
会
と
な
り
片
上
部
長
先
生
の
乾
杯

の
ご
挨
拶
の
後
は
、
長
谷
川
監
督
お
よ

び
当
日
参
加
し
た
女
子
選
手
を
含
む
新

入
部
員
７
人
の
自
己
紹
介
が
あ
り
、
選

手
が
抱
負
を
語
る
と
共
に
、
歓
談
を
通

じ
て
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か

ら
期
待
と
激
励
を

伝
え
る
こ
と
が
で

き
た
。
最
後
は
内

田
会
長
に
よ
る
エ

ー
ル
と
参
加
者
全

員
の
校
歌
斉
唱
に

よ
り
閉
会
し
た
。

（
昭
58
産
・
虎
谷
浩
司
／
記
）

　

今
年
は
過
去
最
大
人
数
の
24
人
の
ご

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
神
前
ゼ
ミ

O
B
・
O
G
会
の

L
I
N
E
公
式
ア

カ
ウ
ン
ト
も
開
設

し
、
２
０
２
６
年

も
７
月
第
１
土
曜

日
に
同
じ
会
場
を

予
約
済
み
で
す
。

ざ
っ
く
ば
ら
ん
な

会
で
す
の
で
、
気

軽
な
気
持
ち
で
ご

参
加
い
た
だ
き
た
く
、
連
絡
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
平
８
営
・
守
屋
直
子
／
記
）

【
連
絡
先
】

 kouzakiobog@
yahoo.co.jp

　

土
屋
賢
一
先
生
の
お
声
が
け
で
２
０

２
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
43
年
ぶ
り
の

O
B
会
も
今
回
で

３
回
目
。
猿
谷
君

の
夏
の
仕
事
場
で

も
あ
る
軽
井
沢
に

場
所
を
変
え
、
全

員
初
体
験
の
カ
ー

リ
ン
グ
に
挑
み
ま

し
た
。
体
験
レ
ッ

ス
ン
後
、
我
ら
４

人
チ
ー
ム
を
組
ん
で
初
体
験
チ
ー
ム
と

第
４
エ
ン
ド
ま
で
対
戦
、
酷
暑
の
東
京

か
ら
一
転
、
室
温
５
℃
の
中
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
５
０
分
間
、
最
高
の
消
夏

法
と
な
り
ま
し
た
。

（
営
・
大
島
幹
雄
／
記
）

【
参
加
者
】
土
屋
先
生
、
黒
田
、
猿
谷
、
大
島

　

溝
尾
ゼ
ミ
15
期
生
の
卒
業
20
周
年
の

節
目
に
開
催
し
ま
し
た
。
前
後
の
代
や

関
係
の
先
生
に
も
お

声
が
け
し
、
全
国
か

ら
30
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
当
日
は
持
ち
寄

っ
た
景
品
な
ど
で
抽

選
会
を
し
て
、
と
て

も
楽
し
い
会
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
先
生
ず
っ
と
お

元
気
で
い
ら
し
て
下

さ
い
ね
！

（
15
期
ゼ
ミ
長
・
平
17
観
・
木
村
陽
之
助
／
記
）

【
参
加
者
】
溝
尾
先
生
、梅
川
先
生
、吉
澤
先
生
、

溝
尾
ゼ
ミ
14‐

17
期
生
30
人

　

同
期
の
仲
間
は
入
部
時
29
人
居
ま
し

た
が
年
令
と
共
に
ゴ
ル
フ
を
止
め
た
り

他
界
し
た
仲
間
が
増

え
、
今
年
は
６
人
が

東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

に
集
ま
り
、
気
持
ち

だ
け
は
学
生
時
代
に

戻
り
プ
レ
ー
を
楽
し

み
ま
し
た
。
19
番
ホ

ー
ル
で
来
年
は
傘
寿

を
迎
え
る
年
と
な
る

が
全
員
の
再
会
を
誓
い
、
ほ
ろ
酔
い
気

分
で
そ
れ
ぞ
れ
が
家
路
に
つ
き
ま
し

た
。（
産
・
佐
野
常
具
／
記
）

　

今
回
は
26
人
が
集
ま
り
懇
親
会
を
行

い
、
安
田
先
生
を
中
心
に
し
て
世
代
を

超
え
て
親
交
を
深
め

ま
し
た
。
交
流
会
で

は
２
人
か
ら
仕
事
紹

介
が
行
わ
れ
、
そ
れ

に
対
し
て
M
B
A
視

点
で
の
活
発
な
質
問

が
交
わ
さ
れ
ま
し

た
。新
た
な
気
付
き
、

繋
が
り
を
作
る
場
と

し
て
、
毎
年
開
催
し

て
い
き
ま
す
。
安
田
ゼ
ミ
出
身
で
開
催

の
連
絡
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
令
６
・
原
浩
之
／
記
）

【
連
絡
先
】

20vg034m
@
al.rikkyo.ac.jp

　

こ
れ
ま
で
長
く
続
い
た
「
は
げ
み
の

会
」
も
今
回
で
休
会
と
な
る
こ
と
も
あ

り
、
１
０
９
人
と
大
勢
の
皆
さ
ん
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
に
会
っ

た
仲
間
と
、
ま
た

世
代
を
超
え
て
交

流
し
、
絆
・
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
下

さ
い
。
武
澤
ゼ
ミ

出
身
で
未
登
録
の
方
は
H
P
ト
ッ
プ
ペ

ー
ジ
「
尋
ね
人
」
か
ら
登
録
お
願
い
し

ま
す
。
今
後
も
、
H
P
を
通
じ
て
情
報

交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
昭
51
産
・
黒
﨑
智
／
記
）

https://hagem
i.net/

　

立
教
オ
ケ
１
０
０
年
史
が
発
売
さ

れ
、
大
勢
の
観
客
が
集
ま
り
ま
し
た
。

本
誌
で
は
、
カ
ー
ル
・
Ｅ
・
ブ
ラ
ン
ス

タ
ッ
ド
、
皆
川
達
夫
、
小
澤
征
爾
、
ク

ル
ト
・
マ
ズ
ア
等
、
多
く
の
指
導
者
と

の
思
い
出
や
、
定
期
演
奏
会
、
同
立
交

歓
演
奏
会
、
メ
サ
イ

ア
、
レ
ク
イ
エ
ム
、

マ
タ
イ
受
難
曲
等
、

多
様
な
演
奏
会
が
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
の
詳
細
さ
と
美
し

さ
に
沢
山
の
O
B
・

O
G
か
ら
喜
び
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
３
産
・
奥
口
由
里
／
記
）

【
購
入
サ
イ
ト
】

 https://order.pico2.jp/

rikkyoorch_obog/

　

学
園
祭
初
日
、
本
館
で
現
役
の
写
真

展
を
鑑
賞
し
た
後
、
学
食
で
食
券
を
求

め
る
大
行
列
に
ビ

ッ
ク
リ
し
な
が
ら

会
場
に
31
人
が
参

集
。
北
島
孝
好
氏

の
司
会
で
、
全
員

が
近
況
報
告
や
写

真
展
評
を
語
り
、

盛
り
上
が
り
は
時

間
が
経
つ
の
を
忘
れ
る
ほ
ど
。
秋
田
、

名
古
屋
、
神
戸
、
福
岡
な
ど
遠
来
の
先

輩
に
現
役
部
員
を
交
え
、
と
て
も
楽
し

く
久
闊
を
叙
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
昭
48
ド
・
大
川
徹
／
記
）

　

今
年
も
同
窓
会
に
四
国
・
中
国
・
東

北
地
方
等
遠
方
か
ら
同
志
が
41
人
集
ま

り
、
心
和
む
懇
親

会
を
開
催
。
恩
師

菊
野
一
雄
先
生
を

囲
み
、
参
加
者
一

人
一
人
の
近
況
報

告
と
尽
き
な
い
会

話
で
、
活
気
に
満

ち
た
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

２
年
後
の
菊
野
ゼ
ミ
50
周
年
を
目
指

し
、今
後
も
毎
年
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
昭
55
経
・
O
B
会
長
・
甲
斐
田
準
介
／
記
）

　

ク
ラ
イ
ム･

パ
ー
テ
ィ
ー
と
は
立
大

メ
サ
イ
ア
18
回
〜
21
回
の
実
行
委
員
会

の
O
B
･
O
G
会

の
名
称
で
、
同
演

奏
会
の
初
代
指
揮

者
で
あ
る
故
金
子

登
（
の
ぼ
り
）
東

京
藝
術
大
学
名
誉

教
授
の
お
名
前
を

冠
し
た
も
の
で

す
。
毎
年
続
け
て

き
た
一
泊
旅
行
は

今
回
で
39
回
目
を

数
え
ま
し
た
。
写
真
は
秋
の
夕
日
に
映

え
る
長
瀞
を
背
景
に
し
た
一
枚
。
来
年

の
40
回
記
念
旅
行
に
向
け
て
、
長
生
き

に
励
も
う
と
皆
で
念
じ
ま
し
た
（
笑
）

（
昭
56
化
・
山
岸
勇
一
郎
／
記
）

　

今
年
も
間
々
田
ゼ
ミ
（
間
々
田
孝
夫

名
誉
教
授
）
の
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
冒
頭
に
は

先
生
が
出
版
さ
れ

た
書
籍
を
元
に
し

た
最
新
講
義
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
懇
親
会
で

は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が

持
ち
寄
っ
た
景
品

が
も
ら
え
る
ク
イ

ズ
大
会
な
ど
、
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
ま
た
今
回
も
先
生
お
手
製
の

ス
イ
ー
ツ
（
タ
ル
ト
）
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
次
回
の
再
会
も
楽
し
み
で
す
。

（
平
11
社
前
・
中
溝
一
仁
／
記
）

【
連
絡
先
】

 m
am
adaogob@

gm
ail.com

　

今
年
は
29
人
が
参
加
し
て
総
会
が
開

か
れ
た
。
長
谷
川
新
会
長
の
挨
拶
、
新

旧
運
営
委
員
の
着

任
・
退
任
の
承
認

と
挨
拶
の
後
、
新

卒
会
員
の
運
営
参

加
が
討
議
さ
れ
た
。

鎌
倉
女
子
大
学
理

事
・
教
授
の
高
橋

正
尚
氏
（
昭
50
法
）

の
講
演
「
未
来
の

教
育
を
創
造
す
る

学
校
づ
く
り
」、
現

役
部
員
の
活
動
報

告
、
記
念
撮
影
と
続
き
、
懇
親
会
で

は
昔
話
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

（
昭
56
法
・
勝
間
田
昭
彦
／
記
）

　

北
は
青
森
、
南
は
博
多
、
西
は
加
州

よ
り
総
勢
19
人
。
秋
晴
れ
、
紅
葉
し
た

蔦
を
ま
と
っ
た
時

計
台
、
鮮
や
か
な

銀
杏
黄
葉
が
こ
ん

な
に
美
し
く
感
じ

る
の
も
年
齢
を
重

ね
た
所
以
か
。
思

い
出
話
か
ら
こ
れ

か
ら
の
夢
を
語
ら

う
楽
し
い
時
間
で

し
た
。
鈴
懸
の
径

の
長
嶋
茂
雄
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
立
ち
寄

り
二
次
会
、
そ
し
て
三
次
会
へ
。

※

10
月
に
は
立
教
大
学
交
響
楽
団
１
０

０
年
史
も
刊
行
さ
れ
、
立
教
学
院
展
示

館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

前
田
一
男
先
生
の
古
希
を
機
に
、
コ

ロ
ナ
禍
で
叶
わ
な
か
っ
た
最
終
講
義
に

代
わ
る
講
演
会
と
古

希
を
お
祝
い
す
る
パ

ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。

講
演
会
に
は
約
３
０

０
人
、
パ
ー
テ
ィ
ー

に
は
約
２
０
０
人
が

参
加
。
卒
業
生
の
お

子
さ
ん
や
海
外
か
ら

も
集
い
、
点
灯
式
が
行
わ
れ
た
ば
か
り

の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
も
古
希
を
祝

福
。
先
生
が
繋
い
で
く
だ
さ
っ
た
ご
縁

を
あ
ら
た
め
て
感
じ
る
ひ
と
と
き
と
も

な
り
ま
し
た
。（
平
６
教
・
大
島
宏
／
記
）

　

第
54
回
全
日
本
選

手
権O
ver

55
男
子

の
部
で
鈴
木
光
一
さ

ん
（
平
４
経
）
が
見

事
優
勝
！
立
教
O
B

の
日
本
一
は
ク
ラ
ブ

創
部
41
年
目
で
初
で

す
。
忘
年
会
を
兼
ね

優
勝
を
皆
で
祝
い
ま

し
た
。（
平
１
社
・
安
東
隆
司
／
記
）

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
有
志
に
よ
る
忘

年
会
も
今
回
は
別
の
忘
年
会
を
抜
け
出

し
参
加
す
る
者
や
、

残
り
時
間
30
分
で

も
駆
け
つ
け
て
来

た
者
な
ど
、
昭
58

年
卒
〜
昭
62
年
卒

の
23
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
た

後
は
、
例
年
通
り

ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
前
で
記
念
撮
影
を
し
、
同

好
会
創
立
50
周
年
に
当
た
る
２
０
２
６

年
の
再
会
を
約
束
し
散
会
し
ま
し
た
。

な
お
２
０
２
６
年
の
開
催
は
12
月
12
日

に
な
り
ま
す
。（
昭
59
産
・
松
本
邦
一
／
記
）

　

幅
広
く
事
業
展

開
す
る
日
立
グ
ル

ー
プ
各
社
の
立
教

O
B
・
O
G
が
集

う
場
と
し
て
、
正

式
認
可
前
の
発
足

か
ら
約
20
年
が
経

過
。
近
年
は
年
に

一
度
の
懇
親
会
を

開
催
し
て
い
ま

す
。
今
回
も
幅
広

い
年
代
か
ら
60
人

が
池
袋
キ
ャ
ン
パ

ス
に
集
ま
り
「O

ne H
ITA
C
H
I

」
を

掲
げ
る
日
立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
絆
を

深
め
、明
日
へ
の
活
力
を
育
み
ま
し
た
。

（
昭
58
産
・
臼
見
元
恵
／
記
）

　

毎
年
恒
例
の「
Ｊ
Ａ
共
済
連
立
教
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
平
成
２
年
入
会
か

ら
新
入
職
員
ま
で

約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
母
校
を
訪
れ

て
学
生
時
代
を
懐

か
し
む
と
と
も

に
、
世
代
・
部
署

を
超
え
た
貴
重
な

交
流
の
機
会
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
立
教
会
の
さ
ら
な

る
発
展
を
期
し
、
会
旗
を
作
成
し
ま
し

た
。
こ
の
〝
繋
が
り
〞
を
大
切
に
、
今

後
も
定
期
的
に
開
催
し
て
ま
い
り
ま

す
。（
令
６
法
・
森
本
琉
生
／
記
）

　

昭
和
35
年
卒
か
ら
現
役
学
生
ま
で
の

幅
広
い
年
代
、
総
勢
50
人
ほ
ど
が
集
ま

り
、
恒
例
の
初
参
加

の
自
己
紹
介
や
担
当

作
品
等
P
R
タ
イ

ム
。
締
め
に
は
校
歌

を
皆
で
歌
う
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
は

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ

ー
に
メ
ン
バ
ー
が
読

み
終
え
た
本
や
貴
重

な
雑
誌
を
持
ち
寄

り
、
ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
初
出
店
。
多
く
の
方
に
お
立
ち
寄

り
頂
き
な
が
ら
、
校
舎
の
美
し
さ
、
自

由
な
校
風
の
魅
力
を
再
認
識
し
ま
し

た
。（
平
13
文
・
西
田
信
子
／
記
）

　

大
月
Ｃ
Ｃ
に
て
、
昭
和
か
ら
平
成
に

か
け
て
旧
住
友
銀
行
に
入
行
し
た
メ
ン

バ
ー
を
中
心
と
し

た
、
親
睦
コ
ン
ペ

を
毎
年
春
秋
２
回

開
催
し
て
い
ま
す
。

年
々
平
均
年
齢
が

高
齢
化
す
る
中
、

今
回
は
令
和
入
行

の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

メ
ン
バ
ー
の
参
加

も
あ
り
、
大
月
駅

周
辺
で
の
２
次
会

を
含
め
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
４
経
・
大
月
C
C
支
配
人
・
鴻
田
昌
明
／
記
）

　

総
会
に
続
き
、
学
生
レ
ポ
ー
ト
の
顕

彰
が
行
わ
れ
、「
ド
イ
ツ
の
食
文
化
を

賞
味
す
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
立
食
パ

ー
テ
ィ
ー
形
式
の

懇
親
会
も
開
催
さ

れ
た
。
多
く
の
在

学
生
、
保
証
人
、

卒
業
生
、
教
員
が

参
加
し
、
盛
会
と

な
っ
た
。
２
０
２

６
年
度
の
総
会
・

懇
親
会
は
６
月
27

日
を
予
定
し
て
い
る
。
お
問
い
合
わ
せ

は
、
事
務
局
宛
メ
ー
ル
ま
で
。

（
丸
山
／
記
）

【
連
絡
先
】
立
教
大
学
ド
イ
ツ
文
学
会
事
務
局

z3000190@
rikkyo.ac.jp

　

人
形
町
鮒
よ
し
（
店
主
の
ご
子
息
が

校
友
）
に
て
、
校
友
の
若
手
噺
家
、
金

原
亭
馬
好
・
春
風
亭
一
花
・
柳
家
小
は

だ
さ
ん
の
３
人
を
迎
え
、
落
語
会
が
催

さ
れ
ま
し
た
。
馬
好
さ
ん
は
２
０
２
５

年
９
月
に
真
打
に
昇
進
さ
れ
た
ば
か

り
！
会
場
は
35
人
の
落
語
フ
ァ
ン
で
満

杯
で
す
。
三
人
三
様
、
個
性
あ
ふ
れ
る

熱
演
に
、
会
場
は
笑
い
と
涙
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
若
き
噺
家
達
、
皆
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
！

（
昭
53
心
・
森
正
代
／
記
）

　

船
橋
立
教
会
は
設
立
10
周
年
を
記
念

し
て
、
西
原
総
長
を
お
迎
え
し
、
記
念

式
典
・
懇
親
会
を
行

い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
は
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
も
組
み
込

ま
れ
、
参
加
者
は
学

生
時
代
を
思
い
出

し
、
久
し
振
り
の
母

校
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
ま
た
、
応
援

団
長
・
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
演
舞
の
下
、

校
歌
・
応
援
歌
を
大
声
で
堪
能
し
ま
し

た
。（
昭
57
法
・
会
長
・
田
中
善
之
／
記
）

　

昭
和
32
年
卒
の
谷
田
剛
一
初
代
会
長

を
は
じ
め
29
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ご

夫
婦
や
親
子
で
の
参
加
も
４
組
あ
り
ま

し
た
。
故
長
嶋
茂

雄
氏
に
サ
イ
ン
入

り
バ
ッ
ト
を
い
た

だ
い
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
な
ど
も
飛
び
出

し
、
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
で
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
最

後
は
板
橋
区
立
の

現
役
小
学
校
長
で

あ
る
寺
内
崇
さ
ん
（
平
成
13
年
卒
）
が

即
席
応
援
団
長
と
な
り
、第
一
応
援
歌
、

校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。

（
昭
60
法
・
常
盤
浩
行
／
記
）

　

元
会
長
・
色
本
氏
と
コ
ヨ
ー
テ
と
の

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
撮
影
か
ら
幕
を
開
け
、

庭
の
ス
ク
リ
ー
ン

テ
ン
ト
で
芍
薬
の

香
り
に
包
ま
れ
、

近
況
報
告
、
世
界

二
周
旅
行
の
思
い

出
話
な
ど
に
花
が

咲
き
、
あ
っ
と
い

う
ま
の
４
時
間
と

な
り
ま
し
た
。
当

日
は
カ
ナ
ダ
西
部
の
山
火
事
の
影
響
で

体
調
を
崩
さ
れ
欠
席
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
り
、
さ
ら
に
山
火
事
が
広
が
る
と
の

予
報
に
、
１
日
も
早
い
ご
回
復
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
２
英
・
会
長
・
阿
部
田
敦
子（
旧
姓
・
鈴
木
）／
記
）

　

西
原
総
長
、
国
際
化
ご
担
当
者
、
校

友
会
の
方
々
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ご
来
訪

の
際
に
、
懇
親
会

を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
総
長
か
ら

大
学
の
現
状
や
今

後
の
展
望
、
当
地

の
大
学
と
の
連
携

な
ど
、
貴
重
な
お

話
を
お
伺
い
し
、

ま
た
大
学
関
係
者

の
方
々
と
も
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
会
と
な
り

ま
し
た
。

（
平
15
経
・
幹
事
・
小
林
瑞
枝
／
記
）

　

西
原
総
長
・
校

友
会
樋
田
副
会

長
・
井
田
副
会
長

と
、
前
橋
国
際
大

学
大
森
学
長
を
お

迎
え
し
て
の
開

催
。
第
一
部
は「
道

の
た
だ
な
か
」
を

上
映
し
、
鶴
岡
監

督
・
西
原
総
長
・

鈴
木
会
長
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
。
第
二
部

の
懇
親
会
は
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
前
橋
で

の
お
酒
を
伴
う
校
友
の
集
い
は
実
に
８

年
ぶ
り
。
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
み

な
さ
ん
が
お
し
ゃ
べ
り
や
写
真
撮
影
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

（
平
12
経
・
前
橋
立
教
会
会
長
・
鈴
木
創
／
記
）

　

２
０
２
４
年
は
台
風
の
接
近
に
よ
り

直
前
に
中
止
と
な
っ
た
た
め
２
年
ぶ
り

の
開
催
。
そ
れ
ぞ

れ
の
近
況
や
全
日

本
大
学
駅
伝
の
話

題
な
ど
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
し
て
今
回

は
初
参
加
の
方
も

多
く
、
最
年
少
で

は
初
め
て
令
和
の

卒
業
生
が
参
加
！

昭
和
33
年
卒
か
ら

令
和
６
年
卒
ま
で
、
改
め
て
立
教
の
歴

史
を
感
じ
る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

次
回
も
三
重
県
在
住
の
方
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
平
14
営
・
幹
事
長
・
別
所
恭
介
／
記
）

　

当
日
は
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
幅
広
く
活
躍

さ
れ
る
宇
賀
な
つ

み
さ
ん（
平
21
産
）

を
お
招
き
し
、
学

生
時
代
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
や
メ
デ
ィ
ア

現
場
で
の
経
験
な

ど
興
味
深
い
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

１
０
０
人
を
超
え

る
参
加
者
で
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

（
平
10
史
・
愛
知
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ク
ラ
ブ

幹
事
長
・
竹
内
亮
介
／
記
）

　

少
数
精
鋭
の
16
人
で
開
催
し
ま
し

た
。
恒
例
の
校
友
に
よ
る
講
演
は
、
平

22
年
社
会
学
部
現

代
文
化
学
科
卒

で
、
岩
手
県
北
上

市
の
秘
湯
復
活
の

た
め
に
起
業
し
た

村
岡
葉
子
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
ま
し

た
。
体
育
会
で
の

活
動
か
ら
身
に
着

い
た
マ
イ
ン
ド
や

起
業
へ
の
想
い
を

語
っ
て
い
た
だ
き
、
諸
先
輩
方
か
ら
は

「
社
会
課
題
に
向
き
合
う
姿
勢
に
感
銘

を
受
け
た
」
と
い
っ
た
言
葉
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

（
平
13
法
・
副
会
長
・
手
塚
さ
や
香
／
記
）

　

各
校
か
ら
総
勢
77
人
の
参
加
が
あ

り
、
懇
親
会
に
は
１

０
２
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。
幹
事
校
と
し

て
臨
ん
だ
今
年
は
総

力
戦
で
挑
ん
だ
甲
斐

が
あ
り
十
数
年
ぶ
り

に
団
体
優
勝
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
！

参
加
各
校
の
皆
さ

ま
、
ご
協
力
の
皆
さ

ま
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

Facebook

か
ら
是
非
動
画
も
ご
覧
く

だ
さ
い
。

（
昭
58
営
・
川
口
立
教
会
幹
事
長
・

小
宮
山
恭
一
郎
／
記
）

　

当
日
は
立
川
市
内
で
の
箱
根
駅
伝
予

選
会
に
合
わ
せ
、
創
立
45
周
年
の
祝
賀

会
を
開
き
ま
し
た
。
沿
道
で
立
教
駅
伝

チ
ー
ム
を
応
援
し

た
後
、
多
く
の
初

参
加
者
に
加
え
、

逗
子
葉
山
・
湘
南
・

八
王
子
・
稲
城
多

摩
・
所
沢
と
、
ご

縁
の
あ
る
地
域
立

教
会
か
ら
も
お
越

し
い
た
だ
き
、
参

加
者
は
60
人
と
な

り
ま
し
た
。
立
教

大
学
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
演
奏
や
、

徳
光
和
夫
先
輩
の
楽
し
い
お
話
な
ど
で

大
変
盛
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
立
川
立
教
会
幹
事
長
・
中
村
芳
弘
／
記
）

20
代
〜
80
代
と
幅
広
い
世
代
の
校
友

と
現
役
学
生
を
合
わ
せ
た
90
人
超
が
集

い
ま
し
た
。
ご
来

賓
と
し
て
、
目
黒

区
長
の
青
木
英
二

様
に
も
お
越
し
い

た
だ
き
、
新
進
気

鋭
の
ラ
グ
ジ
ュ
ア

リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
企

業
２
社
に
よ
る
若

手
経
営
者
対
談
や

恒
例
の
大
じ
ゃ
ん

け
ん
大
会
な
ど
を

実
施
。
和
気
藹
々

と
し
た
懇
親
会
と
な
り
ま
し
た
。
目
黒

立
教
会
で
は
今
後
も
年
に
１
度
、
懇
親

会
を
継
続
開
催
す
る
予
定
で
す
。

（
平
19
社
・
会
長
・
大
石
剛
正
／
記
）

　

今
回
は
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
野
口
健
氏
を

招
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
野
口
氏
は
立

教
英
国
学
院
在
学
中
の
と
て
も
厳
し
い

躾
が
、
現
在
世
界
の
登
山
家
、
環
境
活

動
家
に
な
れ
た
礎
だ
っ
た
と
語
り
、
娘

の
絵
子
さ
ん
も
同
学
院
中
学
部
を
卒
業

し
て
い
る
と
の
こ

と
。
当
会
員
の
遠

山
章
夫
氏
は
野
口

氏
入
学
時
の
恩
師

で
、
再
会
を
喜
び

合
い
、
全
員
で
野

口
氏
の
一
層
の
活

躍
を
激
励
し
ま
し

た
。（
昭
41
営
・
会
長
・
呉
東
富
／
記
）

　

幕
開
け
は
立
教
大
学
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
よ
る
歌
唱
演
奏
、
約
２
０
０
人
の
校

友
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
藤
井
謙
宗

氏
（
平
１
経
、
横
浜
ス
タ
ジ
ア
ム
代
表

取
締
役
）、
元
沢

伸
夫
氏
（
平
13
営
、

川
崎
ブ
レ
イ
ブ
サ

ン
ダ
ー
ス
取
締
役

会
長
）
に
よ
る
特

別
対
談
で
は
、
大

い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
抽
選
会

に
続
き
体
育
会
応

援
団
に
よ
る
演
舞

で
締
め
、
次
回
の

集
い
を
約
束
し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
川
崎
立
教
会
・
町
田
香
子
／
記
）

　

日
本
橋
出
身
お
よ
び
近
郊
に
お
住
ま

い
・
お
勤
め
の
校
友
の
皆
様
９
人
が
参

加
し
、
楽
し
く
活

気
あ
る
時
間
に
な

り
ま
し
た
。
本
会

は
、
毎
回
、
母
校

を
懐
か
し
む
と
共

に
、
お
互
い
の
近

況
を
確
認
し
て
親

睦
を
図
る
、
楽
し

み
な
時
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。
毎
年
２
回
、
日
本
橋
で
開

催
し
て
お
り
ま
す
。

（
昭
52
観
・
中
川
康
子
／
記
）

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス　

４
号
館
・
第
一
食
堂

前
田
一
男
先
生
の
古
希
を
祝
い

学
恩
に
感
謝
す
る
会

2025.11.30

日
比
谷
松
本
楼

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館
店

社
会
学
部　

間
々
田
ゼ
ミ

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

2025.11.15

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

硬
式
庭
球
同
好
会

ラ
ブ
ス
マ
ッ
シ
ュ
有
志
忘
年
会

2025.12.13
フ
ラ
ン
ツ
ク
ラ
ブ
新
丸
ビ
ル
店

ス
カ
ッ
シ
ュ
ラ
ケ
ッ
ト
ク
ラ
ブ

O
B
・
Ｏ
Ｇ
会

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズover

55

日
本
一
祝
勝
会
・
忘
年
会

2025.11.30

日
比
谷
松
本
楼

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
会
館
店

立
教
出
版
ク
ラ
ブ

45
周
年
記
念
総
会
＆
パ
ー
テ
ィ

2025.11.27

山
梨
県
大
月
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

S
M
B
C

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
カ
ッ
プ

2025.11.29

第
一
食
堂　

藤
だ
な

交
響
楽
団(

R
響)

入
学
50
周
年
の
集
い

(

昭
和
54
年
卒
業
）

2025.11.22
セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

サ
イ
ク
リ
ス
ツ･

ツ
ー
リ
ン
グ
・

ク
ラ
ブ
O
B･

O
G
会　

総
会
・
懇
親
会

2025.11.22

池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス

５
号
館
ア
イ
ビ
ー

日
立
立
教
会　

懇
親
会

2025.10.22

セ
ン
ト
ポ
ー
ル
ズ
会
館

Ｊ
Ａ
共
済
連
立
教
会

2025.11.4

職
域

太
刀
川
記
念
館
３
階

カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
・
ル
ー
ム

ド
イ
ツ
文
学
会

第
28
回
総
会

2025.6.28

人
形
町
鮒
よ
し

居
酒
屋
立
教
落
語
家
３
人
会

2025.9.6

そ
の
他

St. Paul’s Almuni No.472　別冊

「校友の広場」投 稿 募 集 のご案内

校友会報「セントポール」では、「校友の広場」への投稿を募集しています。
校友会活動の報告や、校友同士の集いの様子など、ぜひお寄せください。

掲載を希望される方は、以下❶❷をご用意のうえ、
提出フォームまたはメールにてお申込みください。

原稿（180文字以内）
※タイトル、出席者のお名前等を含む。

写真１枚
※パノラマ写真は掲載できません。

1

2

埼
玉
県
秩
父
市
長
瀞

メ
サ
イ
ア
実
行
委
員
会
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

ク
ラ
イ
ム
･
パ
ー
テ
ィ
ー

第
39
回
旅
行

2025.11.8-9

提出フォーム

メール
koyu@grp.rikkyo.ne.jp

こちらの
QRコードからご提出先

※いただいた原稿は、誌面の都合により一部変更させていただく場合があります。　
※誌面に限りがあるため、直近の発行号に掲載できない場合は、次号への掲載と
なることがあります。

※原則として、1団体につき年間1回の掲載とさせていただきます。
あらかじめご了承くださいますようお願いいたします。

皆さまからの
ご投稿をお待ち
しております！




